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1.　はじめに
この度は、Digiface USBをご購入いただき誠にありがとうございます。本製品は様々な
形式のデジタル・オーディオ・データをMac/Windows PCへ直接伝送可能にするコンパク
トなポータブル・オーディオ・インターフェイスです。最新のプラグ＆プレイ・テクノロジー
により、初心者でも簡単にインストールを行うことができます。堅牢なRME社製ドライ
バーに加え、多くのユニークな機能を搭載し、素早く効果的、そして快適なオペレーショ
ンが可能です。

RMEのハイパフォーマンスにこだわる理念から、可能な限り多くの機能をドライバー /
CPUではなく直接オーディオ・ハードウェア上で実行します。これにより最大限のシステ
ム・パフォーマンスをお約束します。

2.　パッケージ内容
RME Audio JP製品ページの「同梱物」をご参照ください。

3.　動作環境
• Windows Vista以上、Intel Mac OS X（10.6以上）
• USB 2.0または 3.0端子 x 1

• Pentium Core 2 Duo以上の CPUを搭載したコンピューター

4.　仕様と特長
• すべての設定をリアルタイムに変更可能
• ADAT及び SPDIF I/Oを同時に使用可能
• ADATモードでの優れた Bitclock PLL（オーディオ同期）
• ADATオプティカル (S/MUX)経由で 24 bit/96 kHz（16チャンネル）、24 bit/192 

kHz（2チャンネル）録音・再生
• ADATオプティカル (S/MUX4)経由で 24 bit/192 kHz（8チャンネル）録音・再生
• バッファー・サイズ /レイテンシー設定：32～ 8192サンプルから選択可能
• クロック・モード：スレーブ、マスター
• インテリジェントにマスター /スレーブ・クロックを自動切換え

https://rme-audio.jp/product/rme/digiface-usb/package/
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• SteadyClock: ジッターの影響を受けない極めて安定したデジタル・クロック
• SyncAlign：サンプル単位での正確な配列を保ち、チャンネル間のスワッピングを
防止

• SyncCheck：入力信号の同期状態を監視し、その結果を表示
• TotalMix：レイテンシーの無いサブミックスと完璧な ASIOダイレクト・モニタ
リング

• TotalMix：内部処理 46ビットの 2244チャンネル・ミキサー
• サブミックス出力も可能な独立 1系統のアナログ /ライン・ヘッドフォン出力
• DIGICheck DSP: ハードウェア・ベースのレベル・メーター、Peak/RMS計測
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5.　はじめて使用する – クイック・スタート

5.1　コネクター - LED

フロント・パネルにはUSB端子、5つのLED、ヘッドフォン出力が搭載されています。

USBパワー LEDはUSBバス・パワーによる電源供給が適切な状態かを確認できます。

Sync LED 1～ 4は各オプティカル入力の現在の状態を示します。信号が入力されていな
ければ、LEDは点灯しません。ADATまたはSPDIF信号が認識されてはいるが同期が確立
されていない場合は、LEDが点滅します。適切な信号が入力され同期が確立している場合、
LEDは点灯し続けます。

USB 2.0：コンピューターと接続するための標準的なUSBソケットです。コンピューター
からDigiface USBへ適切な電圧 /電流が供給されるように、必ず付属のUSBケーブル等、
高品質なUSBケーブルを使用してください。USB延長ケーブルやUSBハブの使用はおや
めください。またUSB 3.0に接続した場合は、USB 2プロトコルのみが使用されます。

Phones端子は最高品質の低インピーダ
ンス・ライン出力です。ヘッドフォンを
接続した場合でも歪みの無い適切レベル
の信号を出力できます。

この端子をライン出力として使用する場
合には、TRS→RCA変換アダプタまた
は、TRS→TSアダプタが必要です。

ピン配列は、国際標準規格に準拠してい
ます。L（左）チャンネルがTip、R（右）
チャンネルがTRSプラグのRingです。

リア・パネルにはTOSLINKフォーマットによる各4系統のオプティカル入出力を備えま
す。ADATオプティカルまたはSPDIFオプティカルに対応可能です。

5.2　クイック・スタート
ドライバーのインストール（6/13章）が完了したら、信号ソース（AD/DAコンバーター、
ADATレコーダー、デジタル・ミキサー等）をDigiface USBの入出力端子に接続します。

アナログPhones出力のレベル調整はTotalMix FXにて可能です。Phones出力はヘッド
フォンに最適化されていますが、ライン出力にも対応しています。

TotalMix FXはすべての設定を記憶し、Digiface USBのドライバー読込時に前回の状態
を自動的に再現します
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6.　ドライバーとファームウェア

6.1　ドライバーのインストール
インストール作業を簡単に行うために、ユニットをコンピューターに接続する前に先にド
ライバーをインストールすることをお勧めします。

RMEはドライバーに絶えず改良を加えています。最新のドライバーは rme-audio.jpのダウン
ロード・セクションよりダウンロードいただけます。

ダウンロードしたファイルを解凍し、rmeinstaller.exeファイルを起動するとドライバー
のインストールが開始されます。インストール後、コンピューターとDigiface USBをUSB
ケーブルで接続します。Windowsが新しいハードウェアをDigiface USBとして認識し、
ドライバーが自動でインストールされます。

コンピューターを再起動すると、TotalMix FXとSettingsダ
イアログのアイコンがタスクバー右側の通知領域に表示され
ます。アイコンが三角形の背後に隠れている場合、クリック
してアピアランスを設定します。

コンピューターの適切なUSBポートの選び方については、《26.2　USBオーディオ》の章
をご参照ください。

ドライバー・アップデートの際は、旧バージョンのドライバーをアンインストールする必要はあ
りません。最新ドライバーをインストールすることで古いドライバーが書き換えられます。

Digiface USBが自動的に検出されない場合、原因として以下が挙げられます：

• システム内で USBが有効でない（デバイス・マネージャーを確認してください）
• USBケーブルが接続されていない、または正しく挿入されていない
• Digiface USBに十分な電源を供給できていない。電力を大幅に消費するハードディ
スクを付近のポートから取り外してください。USB延長ケーブルや USBハブを使用
しないでください。

6.2　ドライバーのアンインストール
ハードウェアを取り外した後はドライバー・ファイルを読み込まないため、ドライバー・
ファイルをアンインストールする必要はありません（Plug & Play完全対応）。

Windowsのプラグ・アンド・プレイは、TotalMix、Settingsダイアログ、ASIOドライ
バーの登録といった追加の自動起動項目には対応していません。これらの項目を取り除く
にはソフトウェアのアンインストール作業にてレジストリから削除します。これは他のア
プリケーション同様、コントロールパネルの「プログラムの追加と削除」で行います。「RME 
MADIface USB」の項目をクリックし、アンインストールを実行してください。
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6.3　ファームウェアのアップデート
フラッシュ・アップデート・ツールはDigiface USBのファームウェアを最新バージョンに
アップデートします。この作業を行うには既にコンピューターにドライバーがインストー
ルされている必要があります。

fut_mfusb.exeという名前のプログラムを開始します。フラッシュ・アップデート・ツール
がDigiface USBの現在のファームウェアのバージョンとアップデートが必要かどうかを
表示します。必要な場合はUpdateボタンをクリックします。フラッシュ・アップデートの
進行状況と作業の完了は、プログレス・バーで示されます（Verify Ok）。

アップデート後は本体をリセットする必要があります。これは、Digiface USBをコン
ピューターから数秒間取り外すことで行います。コンピューターの再起動は必要ありま
せん。

万が一アップデートが失敗した場合は（statusがfailureと表示）、次回の起動からセーフ
ティー BIOSが使用されます。したがって本体はそのまま完全に機能します。フラッシュ・
アップデート作業をもう一度行ってください。
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7.　Digiface USBの設定

7.1　Settingsダイアログ - 一般
Digiface USBの設定は、専用の Settingsダイアログで行います。Settingsダイアログ
は以下の操作で開きます：

 ▶ タスク・バーのシステム・トレイ内にある炎のアイコンをクリック

Digiface USBのミキサー（TotalMix FX）は以下 
の操作で起動できます：

 ▶  タスクバーのシステム・トレイ内にある TotalMix FXのアイコンをクリック

Digiface USBには、考え抜かれた実用的な機能が数多く搭載されています。これらは様々
な場面に応じて Settingsダイアログで設定できます：

 ▶ レイテンシー
 ▶ デジタル入出力の設定
 ▶ 現在のサンプリング周波数
 ▶ 同期設定
 ▶ 入出力状況

Settingsダイアログで行われるすべ
ての変更はただちにリアルタイムで
適用されます。OKをクリックした
り、ダイアログを閉じたりといった
確認作業は必要ありません。

しかし、録音再生中の設定変更はノ
イズの原因となりますので、避けら
れる場合は行うべきではありません。

ノート：使用するアプリケーションに
よっては"停止"状態であっても録音再生
デバイスをオープンの状態にし続ける点
にご注意下さい。この場合は、すべての
新しい設定がただちに適用されない可能
性があります。

Aboutタブ
ここでは現在のドライバー / ファームウェアのバージョン情報が確認できます。また、以
下のオプションを設定できます。
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  ■ Lock Registry：初期設定o�。本オプションにチェックを入れるとパスワードを入力
する画面が表示され、以降Settingsダイアログへの変更はレジストリに書き込まれま
せん。Settingsダイアログの設定は常にコンピューター起動時にレジストリからロー
ドされます。この機能を利用することでDigiface USBの初期設定を定義できます。

  ■ Enable MMCSS for ASIO：ASIOドライバーの優先度を上げる機能を有効にします。 
ノート：本ユーザーガイド執筆時では、このオプションが有効なのは、CPU負荷の高
い最新のCubase/Nuendoのみです。その他のアプリケーションではこのオプション
を有効にするとパフォーマンスが低下する場合もあります。変更はASIOをリセットす
ると適用されるため、どちらの設定がより有効かを簡単に確認できます。

  ■ Sort ASIO Devices：複数のインターフェイスを使用している場合に、ASIOチャネル
のみの順番を変更します。

  ■ Limit ASIO to 32 Channels：ソフトウェアによっては32以上のASIOチャンネルを
使用するとクラッシュする場合があります。TotalMix FXがアクセスできるphone出
力を活用することで、この問題を回避できます。

Buffer Size（バッファー・サイズ）
Buffer SizeはASIO、WDMの入力と出力データ間のレイテンシーを決定します。レイテ
ンシー設定値は、システムの安定性に影響します（《8.　操作と使用方法》/《9.　ASIO環境
での操作》の章参照）。

 ■USB Diagnosis（USB診断）
USB転送エラー（CRC5、通常0）と一般的なエラーを表示します。本体が録音または再生
エラーを検知すると、0の数字が変化します。オーディオのリセットは自動的に行われま
す。カウンターは再生 /録音が開始されるとリセットされます。詳細は、《26.2　USBオー
ディオ》の章をご参照ください。

Output Format（出力フォーマット）
オプティカル出力信号のフォーマットをADATまたはSPDIFから選択します。

Options

 ■Output 

TotalMix のチェックを外すとTotalMixが完全に無効になり、Digiface USBとコンピュー
ター間が1対1で接続されます。TotalMixによるミックスやルーティングが行われなくな
り、すべての入出力データはTotalMixのミキサーを経由せずに直接録音 /再生されます。
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 ■ Input 

TMSを有効にするとSPDIF入力信号に含まれるチャンネル・ステータス・データとトラッ
ク・マーカー情報が伝送されます。これらの情報はDIGICheckによりデコード /確認が可
能です。また入力1ではこの機能を使用できません。

 ■WDMデバイス
WDMデバイスとして使用する入出力を自由に設定できます。目的のデバイスがステレオ・
デバイスなのかマルチチャンネル・デバイス（最大8チャンネル）なのかを設定したり、複
数のアクティブなWDMデバイスでスピーカー・プロパティを有効にすることも可能です。
実際に必要なチャンネル数に合わせてWDMデバイスの数を制限することで、システムの
パフォーマンスを向上させることができます。詳細は《7.2　Option - WDM Devices》を
ご参照ください。

Clock Mode（クロック・モード）
 ■Sample Rate

現在のサンプル・レートを設定します。すべてのWDMデバイスのサンプル・レートを
同じ値に設定する便利な手段を提供します（Vista以降オーディオ・アプリケーションか
らサンプル・レートを設定できなくなったため）。なお ASIOアプリケーションの場合は、
従来通りにアプリケーションからサンプル・レートを設定可能です。

録音 /再生中は選択肢がグレー表示され、変更不可になります。

 ■Clock Source

内部クロック・ソース（Internal=マスター）を使用するか、もしくは外部デジタル入力ソー
ス（入力1～ 4 = スレーブ）から選択します。外部入力信号がクロック・ソースとして使用
できない場合（Input StatusがNo Lockと表示）は、自動で内部クロックに切り替えられ
ます。現在のクロック・ソースはCurrentとして表示されます

 ■ Input Status

オプティカル入力信号が有効 /無効（Lock / No Lock）、または同期（Sync）しているかを
表示します。3列目にはハードウェアが検知したサンプル周波数が表示されます（粗い値：
32 kHz、44.1kHz、48 kHz等）。現在のクロック・リファレンスはClock Modeに表示さ
れます。《26.1　LockとSyncCheck》も合わせてご参照ください。
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7.2　Option - WDM Devices

SettingsダイアログのWDM Devicesでは、編集画面へアクセスするためのConfigureボ
タン、現在有効なWDMデバイス数を示すステータス・ディスプレイ、Stereo（ステレオ）
/Multi-Channel（マルチチャンネル）を選択するドロップダウン・メニューを備えます。

この数値は、録音 /再生デバイス数を示します。「1」は１つの入力および１つの出力デバ
イスが利用可能であることを意味します。

右図の例では、ADAT1/2でのみステレオ
WDMデバイスが有効に設定されていることを
示しています。お使いの環境に合わせチャンネ
ル数を自由に設定可能です。また、後方のチャ
ンネルのみをアクティブにすることも可能で
す。例えば（警告音など）OSの音声のみ
Phonesから出力したい場合などは、ADATス
テレオ・デバイスを有効にする必要はありませ
ん。Windows Soundコントロール・パネルに
はPhonesのみ表示されます

チェックボックスAllを使用すると、すべてのデ
バイスを一度に選択 /解除できます。

 
 
左の図はSettingsダイアログのドロップダウ
ン・メニューから「Multi-Channel」を選択し
た場合のデバイス設定画面です。この例では
ADAT 1-8とADAT 9 -16 がアクティブに設定
されています。

このマルチ・チャンネルWDMデバイス機能を
用いることで、専門ソフトウェアによる多チャ
ンネル再生や、DVDやBlu-ray再生ソフトウェ
アによるサラウンド・サウンド再生が可能にな
ります。

サウンド・コントロール・パネルでWDMデバ
イスを目的のサラウンド・モードに切り替え
るには、そのデバイスのプロパティが「スピー

カー」に設定されている必要があります。詳細は以下をご参照ください。

チェックボックスAllを使用すると、すべてのデバイスを一度に選択 /解除できます。
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Speakerタブには、現在有効なすべて
のWDMデバイスがリスト表示されま
す。リスト内のどのデバイスも、「スピー
カー」に設定可能です。

通常は、複数のデバイスをスピーカーに
設定することはありません。Windows
では「スピーカー」が複数設定される事で
連番が振られたり名前が変更されること
がないため、デバイスの特定が不可能に
なります。

「OK」をクリックしダイアログを閉じる
とWDMデバイスがリロードされ、新
たな設定がWindowsに反映されます。
Windows 「サウンド」コントロール・パ
ネルにある「再生」タブでデバイスを選
択し「構成」ボタンを押すことで表示さ
れる「スピーカーのセットアップ」画面
にてステレオから7.1までのプレイバッ
ク・モードをアサイン可能になります。

Windowsメディア・プレイヤーで最大8
チャンネル再生を行うには、スピーカー
設定を7.1サラウンドにする必要があり
ます。
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8.　操作と使用方法

8.1　再生
使用するオーディオ・アプリケーションで、Digiface USBを出力デバイスとして選択
してください。一般的には、オーディオ・アプリケーションのOptions（オプション）、
Preferences（環境設定）もしくはSetting（設定）メニュー内の、Playback Device（再
生デバイス）、Audio Devices（オーディオ・デバイス）、Audio（オーディオ）などで設
定します。

オーディオ・バッファーの数やサイズを増やすことで、バッファーに起因するオーディオ
信号の歪みやノイズは解消されますが、その分レイテンシーも大きくなり再生出力に遅延
が生じます。

ノート：Vista以降、WDM下のサンプル・レートをオーディオ・アプリケーションで制御できなく
なりました。そのため、Digiface USBのドライバーにはこれを回避する手段が備えられています。
SettingsダイアログですべてのWDMデバイスに対してサンプル・レートをグローバルに設定可能
です（《7.1　Settingsダイアログ - 一般》の章参照）。

8.2　DVD再生（AC-3/DTS）
AC-3 / DTS

対応するDVD再生ソフトウェアを使うことで、Digiface USBからAVレシーバーに
AC-3/DTSストリーミング・データを送信することが出来ます。

このときDigiface USBのSettingsダイアログでサンプル・レートを48 kHzに設定する
必要があります。設定しない場合はSPDIF経由でステレオ2チャンネルのダウンミックス
信号を再生することしかできませんのでご注意ください。

再生ソフトウェアによっては、Digiface USBを認識させるためにControl Panel（コン
トロール・パネル） / Sound（サウンド） / Playback（プレイバック）などの設定画面で
Digiface USBを出力デバイスとして選択しなければならない場合があります。

その後は、DVDソフトウェアのオーディオ・プロパティーで「SPDIF出力」もしくはそれ
に似たオプションが表示されます。これを選択すると、ソフトウェアはデコードされてい
ないデジタル・マルチチャンネル・ストリーミング・データをDigiface USBのSPDIFに送
信します。

ノート：この「SPDIF」信号をそのまま再生すると非常に高いレベルのノイズとして再生されます
のでご注意ください。
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マルチチャンネル
PowerDVDやWinDVDなどの再生ソフトウェアは、ソフトウェア・デコーダーとしても
機能します。この機能を使うとDVDのマルチチャンネル・ストリーミング・データを直接
Digiface USBのアナログまたはデジタル出力に送信できます。この機能を有効にするに
はControl Panel（コントロール・パネル） / Sound（サウンド） / Playback（プレイバック）
などの設定画面でWDM再生デバイスをDigiface USBのラウドスピーカーに設定してく
ださい。次に>Configuration（構成）< でスピーカーの設定をステレオから5.1サラウン
ドに変更してください

これでPowerDVDやWin DVDのオーディオ・プロパティで複数のマルチチャンネル・
モードがリストアップされます。いずれかのモードを選択するとアプリケーションは
Digiface USBへデコードされたアナログ・マルチチャンネルデータを送信します。ソフト
ウェアによっては設定でラウドスピーカーが選択できない場合もあります。

8.3　WDM環境でのチャンネル数
Digiface USBのADATインターフェイスは最大192 kHzのサンプル・レートに対応しま
す。これは、2本、または4本のADATチャンネルを使用して1チャンネル分のデータを伝
送するS/MUX（サンプル・マルチプレックス）テクノロジーによるものです。この場合、
伝送可能なチャンネル数は16または8に減少します。

Digiface USBがダブル・スピード（Double Speed 88.2/96 kHz)もしくはクワッド・ス
ピード（Quad Speed176.4 / 192 kHz）モードに変更された場合、利用できないデバイス
は自動的に無効となります。

WDM ダブル・スピード クワッド・スピード

Digiface USB ADAT(1-8) Digiface USB ADAT(1-4) Digiface USB ADAT(1+2）

Digiface USB ADAT(9-16) Digiface USB ADAT(5-8） Digiface USB ADAT(3+4)

Digiface USB ADAT(17-24) Digiface USB ADAT(9-12) Digiface USB ADAT(5+6)

Digiface USB ADAT(25-32） Digiface USB ADAT(13-16) Digiface USB ADAT(7+8)
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8.4　マルチクライアント操作
RMEのオーディオ・インターフェイスは、いくつかのプログラムから同時に使用できるマ
ルチクライアント操作をサポートしています。ASIOとWDMを同じ再生チャンネル上で
も同時に使用できます。WDMはリアルタイムでサンプル・レートを変換するため（ASIO
はしません）、すべての有効なASIOのソフトウェアは同じサンプル・レートを使用する必
要があります。

しかしながら、各チャンネルを単独で使用した方がより概観が把握しやすくなります。ま
た、これによって制限を受けることもありません。TotalMixを使用すれば、すべての出
力へのルーティングが可能で、複数のソフトウェアの再生チャンネルを1つの同じハード
ウェア出力へ簡単にルーティングできます。

入力の場合は、単純にドライバーがすべてのアプリケーションに同時にデータを送信する
ため、複数のWDM / ASIOソフトウェアを同時に制限なく使用できます。

RMEの洗練されたツールであるDIGICheckはASIOホストのように動作し、 再生チャン
ネルに直接アクセスするための特殊な技術を用います。したがって、ソフトウェアがどの
フォーマットを使用していてもDIGICheckはソフトウェアからの再生データを分析し表
示可能です。

8.5　デジタル・レコーディング
アナログ・サウンドカードで録音する場合は、たとえ信号が入力されなくても無音（もしく
はノイズ）のwaveファイルが作成されます。一方、デジタル・インターフェイスで録音を
行う場合は、常に適切な信号を入力しなければ録音を開始できません。このような同期関
連のトラブルを防ぐため、Digiface USBではSettingsダイアログと本体に搭載される4
つのLEDを用いて、サンプル周波数や各入力のロック /同期のステータスを簡単に確認で
きるようにしました。

Settingsダイアログに表示されるサンプ
リング周波数は、本体及び接続された全外
部機器の現在の状態を素早く確認するのに
役に立ちます。サンプリング周波数が認識
されない場合、「No Lock」と表示されます。

これにより、オーディオ・アプリケーションの種類を問わずデジタル・レコーディングを非
常にシンプルに行うことが可能です。外部機器が接続されるとDigiface USBは現在のサ
ンプル・レートと外部のサンプル・レートを表示します。この値はお使いのオーディオ・ア
プリケーション内のオーディオ設定（もしくはそれに類する）ダイアログ内で変更するこ
とができます。
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8.6　クロック・モード-同期
デジタルの世界では、すべての機器は「マスター（クロック・ソース）」または「スレーブ（ク
ロックを受信）」に設定する必要があります。複数の機器を接続した場合はマスターとなる
クロックが必ず1つ必要です。

デジタル・システムのマスター・デバイスは1台のみです！Digiface USBのクロック・モー
ドを「Internal」に設定してある場合、他のデバイスは全て「スレーブ」に設定しなければ
なりません。

Digiface USBはAutoSyncと呼ばれる非常に使い勝手の良いインテリジェントなクロック制
御機能を備えています。クロック・ソース（Clock Source）がOpticalの場合、Digiface USB
はデジタル入力に適切な信号があるかどうかを常にスキャンします。有効な信号が検知される
と、Digiface USBはクロック・モードを内部クオーツ（Clock Mode - Current Internal）か
ら外部クロック（Clock Mode - Current ADATまたはSPDIF）に切り替えます。通常のスレー
ブ・モードと異なり、万が一入力信号が検出されなくなった場合でも、Digiface USBは直ちに
クロック・モードを内部クロック（マスター・モード）に変更します。

同期を正しく行うことは、スムーズなスタジオ作業を行う上で非常に重要な項目です。
RME独自のSyncCheck（Hammerfall当初から搭載）は現在のクロック状況を簡単に確
認できる技術です。Input Statusは、オプティカル入力が有効な信号（Lock）なのか、有
効でない（No Lock）のか、または有効かつ同期状態（Sync）なのかを表示します。Clock 
Modeには、現在のクロック情報が表示されます。《26.1　LockとSyncCheck》をご参照
ください。

WDMの場合、サンプル・レートはDigiface 
USBで設定する必要があるため、右図のエ
ラーが生じる可能性があります。右図では
サンプル・レート48 kHzの適切なデジタ
ル信号がシンク・ソースとして用いられて
いますが、Windowsオーディオが44100 
Hzに設定されているためエラーが発生しています。赤い文字はエラーを意味し、手動でサ
ンプル・レートを48000 Hzに設定するように促しています。

ASIO環境の場合はオーディオ・アプリケーションによってサンプル・レートが設定され
るため、このようなエラーは生じません。入力しているサンプル・レートが異なる場合は、
「Sync」と表示されなくなります

RMEのAutoSyncとSyncCheckにより以前はデジタル・スタジオの世界で最も複雑だった
問題の１つを、誰もがマスターできるようになるのです。
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9.　ASIO環境での操作

9.1　一般
ASIO対応のソフトウェアを起動し、オーディオ I/Oデバイスまたはオーディオ・ドライ
バーに ASIO MADIface USBを選択します。

・ Digiface USBは ASIOダイレクト・モニタリング（ADM）に対応しています。

9.2　ASIO環境でのチャンネル数
Digiface USBはADAT経由で最大192 kHzのサンプル・レートに対応します。これは、1
チャンネル分のデータを、2つ、または4つのADATチャンネルを使用して伝送するS/
MUX（サンプル・マルチプレックス）テクノロジーによって可能となります。この場合に
伝送可能なチャンネル数は16または8に減少します。

ノート：Single（シングル）、Double（ダブル）、Quad（クワッド）スピードを切り替えてサンプル・
レートを変更すると、ASIOドライバーから表示されるチャンネル数も変更されることにご注意くださ
い。このとき、オーディオ・アプリケーション内のI/Oリストの更新が必要となる場合があります。

シングル・スピード ダブル・スピード クワッド・スピード

Digiface USB ADAT(1-8) Digiface USB ADAT(1-4) Digiface USB ADAT(1+2）

Digiface USB ADAT(9-16) Digiface USB ADAT(5-8） Digiface USB ADAT(3+4)

Digiface USB ADAT(17-24) Digiface USB ADAT(9-12) Digiface USB ADAT(5+6)

Digiface USB ADAT(25-32） Digiface USB ADAT(13-16) Digiface USB ADAT(7+8)
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9.3　確認されている問題
CPUの速度が十分でない場合、またUSBバスのデータ伝送速度が遅すぎると、ドロッ
プアウトやクリックノイズの発生などの不具合が起こります。多くの場合この問題は、
Digiface USBのSettingsダイアログで、バッファー設定（レイテンシー）を上げることに
より回避できます。また、すべてのプラグインを一時的に無効にし、それらが原因でない
かどうかを確認してください。さらに詳細は、《26.2　USBオーディオ》の章をご参照くだ
さい。

また、同期が正しくないことが多くのトラブルの原因になります。ASIOは非同期操作を
サポートしていません。したがって、入力信号と出力信号は同じサンプリング周波数を使
用し、なお且つ同期していなければなりません。Digiface USBと接続する機器はすべて、
フルデュプレックス（全二重）動作が行えるように正しく設定されていなければなりませ
ん。SettingsダイアログのSyncCheckにSyncではなくLockと表示されている場合は、機
器が正しく設定されていないので再度確認を行ってください。

Digiface USBを複数台使用する場合も同じことが言えます。すべてのユニットが同期し
てなければなりません。同期していなければ、繰り返し周期的なノイズが発生します。

Digiface USBはASIOダイレクト・モニタリング（ADM）をサポートしています。なお、必
ずしもすべてのオーディオ・アプリケーションがADMを完璧に、あるいは完全にエラーな
しでサポートしていない点にご注意ください。最も多く寄せられる問題は、ステレオチャ
ンネルでの誤ったパノラマの動作についてです。また、TotalMix FXのハードウェア出力
（第3列）をモノ・モードに設定しないようにご注意ください。ADMの互換性に不具合が
生じます。

オーディオとMIDIがぴったりと合っていない場合、または一定のずれがある（MIDI
ノートが正確な位置よりわずかに前または後に置かれている）場合、お使いのオーディ
オ・アプリケーションで設定を変更する必要があります。本マニュアルの執筆時点で
は、例えばCubase/Nuendoの場合、［システムのタイムスタンプを使用（Use System 
Timestamp）］オプションを有効にします。
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10.　複数の Digiface USBを使用する
現ドライバーでは最大 3つの Digiface USBを同時使用できます。その場合、全ユニット
は同期している必要があります。つまり正しいデジタル同期信号を受け取らなければいけ
ません 。

 ▶ 1台の Digiface USBをマスターに設定している場合は、残りの機器をすべてスレー
ブに設定し、マスターからADATまたは SPDIFを供給させることで同期が確立します。
各機器のクロック・モードは、それぞれの Settingsダイアログにて個別に設定する必
要があります。

 ▶ すべての機器が同期状態であれば（すべての Settingsダイアログで Syncと表示され
ていれば）、すべてのチャンネルを同時に使用可能です。ASIOドライバーはすべての
機器を 1つのデバイスとして認識するため、この機能は ASIO環境で特に便利に使用
できます。

ノート： TotalMixはそれぞれのRMEユニットのハードウェアの内容を表示します。最大で3つのミ
キサーが使用できますが、それぞれは独立しているため、データを互いにやり取りすることはでき
ません。つまり、すべてをまとめるグローバル・ミキサーとして使用することはできません。

複数台のDigiface USBを使用した場合、USBバスがオーバーロードする場合があります。
これを回避するため各Digiface USBを異なるUSBバスに接続してください。詳細は《26.2　
USBオーディオ》をご参照ください。



Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.
Digiface USB ユーザーガイド

26

11.　DIGICheck Windows

DIGICheckはデジタル・オーディオ・ストリームの計測、解析を行うために開発
されたRME独自のユーティリティーです。DIGICheckの画面はご覧いただけれ
ばすぐにでも使用可能なほどシンプルです（英語のオンライン・ヘルプ付属）。ま
た、DIGICheck 5.92はマルチクライアントASIOホストとしてオペレート可能
で、どのソフトウェアに対しても並行して使用することができます（入出力共）。 
以下は現在搭載される機能の概要です：

 ▶ Level Meter：解像度 24bit。2/8/32ch 対応。応用例：Peakレベル測定、RMSレ
ベル測定、オーバー検知、位相相関測定、ダイナミック・レンジ測定、S/N比測定、
RMS/Peak差（ラウドネス）測定、Peak長期測定、入力チェック。0 dBFS以上のレ
ベル用オーバーサンプリング・モード。KSystemに準拠した視覚設定に対応。

 ▶ Hardware Level Meter（Input、Playback、Output）：自由に設定可能 なリファレン
ス・レベル・メーター。 Digiface USBのハードウェア内で計算処理されるため、CPU 
負荷はほぼゼロ。

 ▶ Vector Audio Scope：オシロスコープ・チューブの典型的な残像を表示する世界で
もユニークなゴニオ・メーター。相関メーターとレベル・メーターを搭載。

 ▶ Spectral Analyser：アナログ・バンドパス・フィルター・テクノロジーを使用した独自
の 10/20/30 バンド・ディスプレイ。192 kHz 対応。

 ▶ Totalyser：Spectral Analyser 、Level Meterおよび Vector Audio Scopeを一つ
の画面で表示。

 ▶ Surround Audio Scope：相関関係を分析できるプロフェッショナルなサラウンド・
レベル・メーター。ITU weightingと ITU summing meter。

 ▶ ITU1770/EBU R128 Meter：標準化されたラウドネス計測。
 ▶ Bit Statistics & Noise：オーディオ信号の真の解像度に加えて、エラーや DCオフセッ
トを表示。dB/dBA 単位の S/N比測定、および DC測定機能搭載。

 ▶ Channel Status Display：SPDIFおよび AES/EBUのチャンネル・ステータス・デー
タの詳細な分析と結果表示。

 ▶ Global Record：最低限のシステム負荷で全チャンネルを長期録音。
 ▶ マルチクライアントに完全対応：すべてのチャンネルで計測ウィンドウをいくつも開
くことが可能。

より最新のハードウェアに対応した新バージョンのDigiCheck NGもご利用いただけ
ます。

DIGICheckおよびDigiCheck NGは随時アップデートされています。最新バージョンは
rme-audio.jp のダウンロード・ページからダウンロード可能です。
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12.　Hotline – トラブルシューティング
最新情報はhttps:/rme-audio.jp/ のサポート/FAQ セクションでご覧頂けます。

入力信号がリアルタイムでモニターできません。

・ ASIOダイレクト・モニタリングが DAWで使用可能になっていません。もしくは
TotalMixのOptionsで全体のモニタリングが使用不可の設定になっています。

8つの ADATチャンネルがうまく動作しません。

・ Settingsダイアログにてオプティカル出力が SPDIFに設定されています。

再生はできますが、録音ができません。

・ 正しいオーディオ信号が入力されているか確認してください。正しく入力されている場
合は、現在のサンプリング周波数が Settingsダイアログに表示されています。

・ Digiface USBがオーディオ・ソフトウェアの録音デバイスとして選択されているか
確認してください。

・ オーディオ・ソフトウェアで設定されたサンプリング周波数（［録音設定］やそれに
類するメニュー）が入力信号と同じかどうかを確認してください。

・ ケーブルと機器が閉じられたループ内で接続されていないことを確認してくださ
い。その場合、クロック・モードを Internalに設定します。

録音 /再生中、クラックル・ノイズが発生します。

・ Settingsダイアログの Buffer Sizeを増やしてください。

・ 異なるケーブル（コアキシャルもしくはオプティカル）で試して、物理的な断線や
故障がないかを確認してください。

・ ケーブルと機器が閉じられたループ内で接続されていないことを確認してくださ
い。その場合、クロック・モードをマスターに設定します。

・ Settingsダイアログで、エラーが表示されているかを確認してください。

ドライバー、Settingsダイアログ、TotalMixは正常だが、再生 /録音できません。

・ USBケーブルに欠陥がある場合、不具合が起こる可能性があります。デバイスの認識
や Settingダイアログの設定といったコントロールは USBの低い帯域幅の転送で行え
ますが、再生、録音は、フルの帯域幅の転送を必要とします。
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13.　ドライバーとファームウェア

13.1　ドライバーのインストール
RME はドライバーを定期的に更新しています。rme-audio.jpのダウンロード・ページか
ら、最新ドライバーをダウンロードしてください。ダウンロードしたファイルを解凍し、
pkg ファイルをダブルクリックしてドライバーのインストールを開始します。 

Digiface USBとコンピューターを付属のUSBケーブルで接続します。Mac OS Xは接続
されたハードウェアをDigiface USB （シリアル番号）として認識します。

ドライバー・インストールの際、Fireface USB SettingsダイアログとTotalMixミキサー
（TotalMix FX）がアプリケーション・フォルダーにコピーされます。これら2つのプログラ
ムはDigiface USBが接続されると自動的にDockに立ち上がります。コンピューターの再
起動は必要ありません。

ドライバー・アップデートの際は、旧バージョンのドライバーをアンインストールする必要はあ
りません。最新ドライバーをインストールすることで古いドライバーが書き換えられます。

ドライバーのインストール後、Digiface USBが認識されない場合は下記の原因が考えら
れます：

・ システム内で USBが有効でない

・ USBケーブルが接続されていない、または正しく挿入されていない

・ Digiface USBに十分な電源を供給できていない。電力を大幅に消費するハードディ
スクを付近のポートから取り外してください。USB延長ケーブルや USBハブを使
用しないでください

13.2　ドライバーのアンインストール
問題が生じた場合はドライバー・ファイルをゴミ箱にドラッグすることで削除できます：

/アプリケーション/Fireface USB Settings

/アプリケーション/Totalmix

/システム/ライブラリ/Extensions/FirefaceUSB.kext

/ユーザ/ユーザ名/ライブラリ/Preferences/de.rme-audio.TotalmixFX.plist

/ユーザ/ユーザ名/ライブラリ/Preferences/de.rme-audio.Fireface_USB_Settings.plist

/ライブラリ/ LaunchAgents/de.rme-audio.firefaceUSBAgent.plist

最新のMac OSではユーザ /ライブラリ・フォルダーは Finderで非表示になっています。
ライブラリ・フォルダーにアクセスするには「移動」メニューをクリックし、Option（Alt）
キーを押し続けてることで、ライブラリ・フォルダーを表示させることができます。
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13.3　ファームウェアのアップデート
RME USB Series Flash ToolプログラムはDigiface USBのファームウェアを最新バージョ
ンにアップデートします。この作業を行うには既にドライバーがインストールされている
必要があります。

Fireface USB Flashという名前のプログ
ラムを開始します。フラッシュ・アップ
デート・ツールはDigiface USBの現在の
ファームウェアのバージョンと、アップ
デートが必要かどうかを表示します。必要
な場合は［Update］ボタンをクリックし
ます。プログレスバーが進行状況を表示
し、完了を知らせます（Verify Ok）。

アップデート後はDigiface USBをリセッ
トする必要があります。Digiface USBの
USBケーブルを抜き、電源をオフにした
状態で5秒以上放置してください。コン
ピューターの再起動は必要ありません。

アップデートが予期せぬ理由で失敗した場合は（statusが［failure］と表示）、次回の起動
からセーフティー BIOSが使用されます。従って本体が起動しなくなることはありません。
この場合は、別のコンピューターでフラッシュ・アップデート作業をもう一度行ってくだ
さい。
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14.　Digiface USBの設定

14.1　Settingsダイアログ
Digiface USBの設定は、専用のSettingsダイアログで行います。Settingsダイアログを
開くにはFireface USB Settingsプログラムを起動します。Digiface USBのミキサーを
設定するには、TotalMix FXを起動します。

Digiface USBには、考え抜かれた実用的な機能が数多く搭載されています。これらは様々
な場面に応じて Settingsダイアログで設定できます：

 ▶ デジタル入出力の設定
 ▶ 現在のサンプリング周波数
 ▶ 同期設定
 ▶ 入出力状況

Settingsダイアログで行われるすべ
ての変更はただちにリアルタイムで
適用されます。ダイアログを閉じた
りといった確認作業は必要ありま
せん。

しかし、録音再生中の設定変更は、
ノイズの原因となりますので、行う
べきではありません。

Properties Forの プ ル ダ ウ ン・メ
ニューでは設定するユニットを選択
します。

右側には現在のファームウェアとドライバーのバージョンが表示されます。

Output Format（出力フォーマット）
オプティカル出力信号のフォーマットを設定します。ADATとSPDIFから選択できます。

Clock Mode（クロック・モード）
 ■Sample Rate

現在のサンプル・レートを設定します。Audio MIDI設定での設定と同じですが、Settings
ダイアログからも設定可能です。
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 ■Clock Source

内部クロック・ソース（Internal = マスター）を使用するか、デジタル入力信号（入力1
～ 4 = スレーブ）を使用するかを設定します。外部のソースが無効（Input StatusがNo 
Lockと表示）の場合は、自動で内部クロックが使用されます。現在のクロック・ソースは
Currentとして表示されます

 ■ Input Status

オプティカル入力1～ 4にある信号が有効 /無効（Lock / No Lock）、または同期（Sync）
しているかどうかを表示します。3列目はハードウェアが検知したサンプル周波数を表示
します（粗い値：32 kHz、44.1 kHz、48 kHz等）。現在のクロック・リファレンスはClock 
Modeに表示されます。《26.1　LockとSyncCheck》も合わせてご参照ください。

 ■Short Safety Offset

セーフティー・バッファーの値を抑えると、全体のレイテンシーを下げることができます。
設定の変更は、即座に反映されます。設定を有効にすると、クリックやドロップアウトが
生じやすくなります。ご注意ください。
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14.2　クロック・モード - 同期
デジタルの世界では、すべての機器は「マスター（クロック・ソース）」または「スレーブ（クロッ
クを受信）」に設定する必要があります。複数の機器を接続した場合、マスターとなるクロッ
クが必ず 1つ必要です。

デジタル・システムのマスター・デバイスは1台のみです！もしDigiface USBのクロッ
ク・モードを「Internal」に設定してある場合、他のデバイスは全て「スレーブ」に設定し
なければなりません。

Digiface USBはAutoSyncと呼ばれる非常に使い勝手の良いインテリジェントなク
ロック制御機能を備えています。クロック・ソース（Clock Source）がOpticalの場合、
Digiface USBはデジタル入力に適切な信号があるかどうかを常にスキャンします。有効
な信号が検知されると、Digiface USBはクロック・モードを内部クオーツ（Clock Mode - 
Current Internalの状態）から外部クロック（Clock Mode - Current ADATまたはSPDIF
の状態）に切り替えます。通常のスレーブ・モードと異なり、万が一入力信号が検出されな
くなった場合でも、Digiface USBは直ちにクロック・モードを内部クロック（マスター・
モード）に変更します。

RME独自のSyncCheck（Hammerfall当初か
ら搭載）は現在のクロック状況を簡単に確認
できる技術です。Input Statusは、オプティ
カル入力が有効な信号（Lock）なのか、有効
でない（No Lock）のか、または有効かつ同期状態（Sync）なのかを表示します。Clock 
Modeには、現在のクロック情報が表示されます。《26.1　LockとSyncCheck》をご参照
ください。

このようにRME独自のAutoSyncおよびSyncCheckにより以前はデジタル・スタジオの世
界で最も複雑だった問題の１つを、誰もがマスターできるようになるのです。
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15.　Mac OS X FAQ

15.1　ディスクのアクセス権を修復
ディスクのアクセス権を修復すると、インストール時の問題やその他の問題が解決できま
す。これを行うには、ユーティリティ > ディスクユーティリティから、システムのあるドライ
ブ（ボリューム）を選択します。その後、First Aidタブをクリックするとディスクのアク
セス権の検証と修復のメニューが使用できます。

15.2　対応サンプル・レート
RMEのMac OS Xドライバーは、ハードウェアが供給するすべてのサンプリング周波数をサ
ポートします。したがって、32 kHz、64 kHz、更には 128 kHz、176.4 kHz、192 kHzにも
対応します。

しかし、すべてのソフトウェアがハードウェアのサンプリング周波数をサポートしている
わけではありません。ハードウェアの性能はAudio MIDI設定  > Audioウィンドウで簡単に
確認できます。Digiface USBを選択し、フォーマットをクリックすると、対応するサンプ
リング周波数がリスト表示されます。

15.3　Core Audio環境でのチャンネル数
Digiface USBの ADATインターフェイスは最大 192 kHzのサンプル・レートに対応し
ます。これは、1チャンネル分のデータを、2つ、または 4つの ADATチャンネルを使用
して伝送する S/MUX（サンプル・マルチプレックス）テクノロジーによって可能となり
ます。この場合に使用可能なチャンネル数は 16または 8に減少します。

Core Audioデバイスの数を変更した場合は、コンピューターを再起動する必要がありま
す。そのため Digiface USBがダブル・スピード（Double Speed 88.2/96 kHz）もしく
はクワッド・スピード（Quad Speed 176.4 / 192 kHz）モードに変更された場合、すべ
てのチャンネルは機能しますが、一部は非アクティブとなります。

シングル・スピード ダブル・スピード クワッド・スピード

Digiface USB ADAT(1-8) Digiface USB ADAT(1-4) Digiface USB ADAT(1+2）

Digiface USB ADAT(9-16) Digiface USB ADAT(5-8） Digiface USB ADAT(3+4)

Digiface USB ADAT(17-24) Digiface USB ADAT(9-12) Digiface USB ADAT(5+6)

Digiface USB ADAT(25-32） Digiface USB ADAT(13-16) Digiface USB ADAT(7+8)
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15.4　その他の情報
ドライバーはMac OS 10.6以上のバージョンを必要とします。

カードやチャンネルの選択ができないアプリケーションは、システム環境設定 > サウンドの
入力、出力で選択されたデバイスを使用します。

アプリケーション / ユーティリティにあるAudio MIDI設定で、Digiface USBをシステム
上で使用するための各種設定を行えます。

チャンネルの選択ができないアプリケーションでは、最初のステレオ1/2チャンネルのペ
アが常に使用されます。他の入力を使用したい場合は、TotalMixで次の回避策を利用でき
ます：使用したい入力信号を出力チャンネル1/2にルーティングします。出力1/2チャン
ネルのSettingsパネルでLoopbackを有効にします。これにより、使用したい入力信号が
入力チャンネル1/2で利用できるようになります（ディレイやレイテンシーは生じません）。

スピーカーを構成ボタンをクリックして表示される画面で、すべての利用可能なチャンネ
ルから再生チャンネルを設定できます。同じ方法でマルチチャンネル再生も設定可能です。

16.　複数の Digiface USBを使用する
OS Xは、オーディオ・アプリケーション内で複数のオーディオ・デバイスを使用できます。
これは複数のデバイスを1つにまとめるCore Audioの機能「機器セット」を使うことで可
能となります。この場合、全ユニットが同期している必要があります。つまり正しいデジ
タル同期情報を受け取らなければなりません。

 ▶ 1台の Digiface USBのクロック・モードをマスターに設定している場合、他のすべて
をスレーブに設定し、マスターから ADATまたは SPDIFを供給させることで同期さ
せます。各機器のクロック・モードは、それぞれの Settingsダイアログにて個別に設
定する必要があります

 ▶ すべてのユニットが同期信号を得ていれば（すべての Settingsダイアログで Syncと
表示されていれば）、すべてのチャンネルが同時に使用できます。

ノート：TotalMixはそれぞれのデバイスのハードウェアの内容を表示します。最大で3つのミキ
サーが使用できますが、それぞれは独立しているため、データを互いにやり取りすることはできま
せん。つまり、すべてをまとめるグローバル・ミキサーとして使用することはできません。
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17.　DIGICheck Mac

DIGICheckはデジタル・オーディオ・ストリームの計測、解析を行うために開発された
RME独自のユーティリティーです。DIGICheckの画面はご覧いただければすぐにでも使
用可能なほどシンプルです（英語のオンライン・ヘルプ付属）。また、DIGICheck 0.73
はすべてのソフトウェアに対して並行して使用することができ、全入力データを表示しま
す。以下は現在搭載される機能の概要です：

 ▶ Level Meter：解像度 24bit。2/8/34 ch 対応。主な用途：Peak レベル測定、RMS 
レベル測定、オーバー検知、位相相関測定、ダイナミック・レンジ測定、S/N 比測
定、RMS/Peak 差（ラウドネス）測定、Peak 長期測定、入力チェック。0 dBFS 以
上のレベル用オーバーサンプリング・モード。垂直 /水平モード。Slow RMS / RLB 
weightingフィルター。K-System に準拠した視覚設定に対応。

 ▶ Hardware Level Meter（Input、Playback、Output）：自由に設定可能 なリファレン
ス・レベル・メーター。 Digifaceのハードウェア内で計算処理されるため、CPU 負荷
はほぼゼロ。

 ▶ Vector Audio Scope：オシロスコープ・チューブの典型的な残像を表示する世界で
もユニークなゴニオ・メーター。相関メーターとレベル・メーターを搭載。

 ▶ Spectral Analyser：アナログ・バンドパス・フィルター・テクノロジーを使用した独自
の 10/20/30 バンド・ディスプレイ。192 kHz 対応。

 ▶ Totalyser：Spectral Analyser 、Level Meterおよび Vector Audio Scope を一つ
の画面で表示。

 ▶ Surround Audio Scope：相関関係を分析できるプロフェッショナルなサラウンド・
レベル・メーター。ITU weightingと ITU summing meter。

 ▶ ITU1770/EBU R128 Meter：標準化されたラウドネス計測
 ▶ Bit Statistics & Noise：オーディオ信号の真の解像度に加えて、エラーや DCオフセッ
トを表示。dB/dBA 単位の S/N比測定、および DC測定機能搭載。

 ▶ マルチクライアントに完全対応：すべてのチャンネルで計測ウィンドウをいくつも開
くことが可能。

より最新のハードウェアに対応した新バージョンのDigiCheck NGもご利用いただけ
ます。

DIGICheckおよびDigiCheck NGは随時アップデートされています。最新バージョンは
rme-audio.jp のダウンロード・ページからダウンロード可能です。
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18.　Hotline – トラブルシューティング
最新情報はhttps:/rme-audio.jp/ のサポート /FAQ セクションでご覧頂けます。

ハードウェアとドライバーのインストールは正しく行えましたが、再生ができません：

・ Digiface USBはシステムプロファイラーに表示されていますか？
・ オーディオ・アプリケーションで Digiface USBが再生デバイスとして選ばれていま
すか？

8つのADATチャンネルがうまく動作しません：

・ Settingsダイアログにて ADAT出力が SPDIFに設定されています。

再生はできますが、録音ができません。

・ 正しいオーディオ信号が入力されているか確認してください。適切な信号が入力され
ている場合は、現在のサンプリング周波数が Settingsダイアログに表示されている
はずです。

・ Digiface USBがオーディオ・ソフトウェアの録音デバイスとして選択されているかど
うか確認してください。

・ オーディオ・ソフトウェアで設定されたサンプリング周波数（［録音設定］やそれに類
するメニュー）が入力信号と同じかどうかを確認してください。

・ ケーブルと機器が閉じられたループ内で接続されていないことを確認してください。
その場合、クロック・モードをマスターに設定します。

録音・再生中、クラックル・ノイズが発生します。

・ アプリケーションでバッファー・サイズを増やしてください。
・ 異なるケーブル（コアキシャルもしくはオプティカル）で試して、物理的な断線や故
障がないかを確認してください。

・ ケーブルと機器が閉じられたループ内で接続されていないことを確認してください。
その場合、クロック・モードをマスターに設定します。

ドライバー・インストール、Settingsダイアログ、TotalMixは正常だが、再生 /録音でき
ません。

・ USBケーブルに欠陥がある場合、このような弊害が起こる可能性があります。デバイ
スの認識や Settingダイアログの設定といったコントロールは USBの低い帯域幅の
転送で行えますが、再生、録音はフルの帯域幅の転送を必要とします。したがって、ケー
ブルに欠陥がありバンド幅が限られている場合、このような弊害が起こる可能性があ
ります。
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19.　TotalMix FX：ルーティングとモニタリング

19.1　TotalMix FXの概要
Digiface USBは、サンプル・レートから独立した RME独自の TotalMixテクノロジーを
基にした、強力なデジタル・リアルタイム・ミキサー TotalMix FXを備えます。すべての
入力および再生チャンネルを、同時にすべてのハードウェア出力へ、事実上無制限にミキ
シング /ルーティングすることができます。

TotalMixには主に以下の用途で使用できます
・ レイテンシーのないサブミックス作成（ヘッドフォン・ミックス）。Digiface USB
は最大 17系統の完全独立ステレオ・サブミックスが可能です。これはアナログ・ミ
キサーでは、34系統の Auxセンドに相当します。

・ 無制限の入出力ルーティング（自由に活用可能、パッチベイ機能）

・ 信号を同時に複数の出力に分配。TotalMixは最先端のスプリッター、分配機能を
提供します。

・ 異なるアプリケーションの再生を 1つのステレオ・チャンネルから出力。ASIOマル
チクライアント・ドライバーは複数アプリケーションの同時使用に対応しています。
それぞれ異なる再生チャンネルで再生した場合、TotalMixを使用してこれらの信
号を１つのステレオ出力にミックスしてモニタリングすることができます。

・ 入力信号を再生信号へミキシング（完全な ASIOダイレクト・モニタリング -
ADM）。RMEは ADMの先駆者であるだけでなく、最も充実した ADM機能を提供
します。

・ 外部機器（エフェクトなど）を統合。TotalMixを使って再生または録音パスに外部
エフェクト・デバイスを挿入できます。この機能は用途によってはインサート、ま
たはエフェクト・センド /リターンと同様の働きをします。例えばリアルタイム・モ
ニタリング時にボーカルにリバーブを加えるために使用できます。

すべての入力チャンネル （Hardware Inputs）、再生チャンネル（Software Playback）と
ハードウェア出力（Hardware Outputs）にはピークとRMSレベル・メーターが実装されて
います（ハードウェア上で計算）。これらのレベル表示はオーディオ信号の有無とルーティン
グの確認に便利です。
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TotalMixミキサーをより深く理解するには次のことを知っておくと良いでしょう
・ 次頁のブロック・ダイアグラムのとおり、録音信号は通常変更されません。

TotalMixは録音パスにはありませんので、録音されるオーディオ・データの録音レ
ベルやデータ自体を変えるようなことはしません（ループバック・モードは例外）

・ ハードウェアの入力信号は必要なだけルーティングが可能で、さらにそれぞれ異な
るレベルで行うことができます。これは 1本のチャンネル・フェーダー・レベルで全
てのルーティング先へのレベルを設定する従来のミキサーとは大きな違いです。

・ 入力と再生チャンネルのレベル・メーターはプリフェーダーです：現在信号がどこ
に存在するかを視覚的に確認できます。ハードウェアの出力用のレベル・メーター
はポストフェーダーです。つまり実際の出力レベルを表示します。
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19.2　ユーザー・インターフェイス
TotalMixミキサーは、ハードウェア入力とソフトウェア再生チャンネルを自由にハー
ドウェア出力へルーティングでき、外観にもその機能性が反映されています。Digiface  
USBには 32入力チャンネル、34ソフトウェア再生チャンネル、そして 34ハードウェ
ア出力チャンネルがあります：

TotalMixは上記の様に 2列で表示できます（View Options > 2 Rows）。しかし、デフォ
ルトでは 3列で表示され、チャンネルはインライン・コンソールのように配置されます。
Software Playback（ソフトウェア再生）の列は、アナログ・ミキサーのテープ・リター
ンと同等の位置付けになります：

 ▶ 上列：ハードウェア入力（Hardware Inputs） - 表示されるのは入力信号のレベルで、
フェーダーの位置とは無関係です。フェーダーとルーティング・フィールドを使用し
て任意の入力チャンネルを任意のハードウェア出力（下列）にルーティング /ミック
スすることができます。

 ▶ 中央列：再生チャンネル（Software Playback） - オーディオ・アプリケーションの再
生トラック。フェーダーとルーティング・メニューを使用して任意の再生チャンネル
を任意のハードウェア出力（下列）にルーティング /ミックスすることができます。

 ▶ 下列（3列目）：ハードウェア出力（Hardware Outputs） - ここで出力レベルを調整
できます。例えば接続されたスピーカー等、すべてのサブミックスのレベル調整を行
えます。
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Submix View（デフォルト）での使用方法
オーディオ信号を表示したいハードウェア出力チャンネル（3段目）をクリックします。選
択したチャンネルが明るく表示され、現在のサブミックスであることを示します。次に、
第1列と第2列の入力チャンネルや再生チャンネルのフェーダーを上げます。以上の操作
で入力（モニタリング）と再生（DAWソフトウェア）のオーディオ信号が選択された出力
から出力されます。また、レベル・メーターの反応からそれらを確認できます。

次の章でユーザー・インターフェイスの各機能について説明します。

19.3　チャンネル
単体のチャンネルはモノラルまたはステレオ・モードに切り替えられます。チャンネルの
settingsパネル（ツール・アイコン）でモードを設定します。

  ■ チャンネルの名称：チャンネルを選択する際、この名称フィールドをク
リックしてください。ダブルクリックすると、名称を変更するためのダ
イアログが表示されます。View OptionsのNamesオプションをアク
ティブにするとオリジナルの名称が表示されます。

  ■ パン：入力信号を左右の送信先（下側のラベル、下記参照）に自由にルー
ティングします。センター・ポジションにおけるレベルのリダクション
は -3 dBとなります。

  ■ ミュートとソロ：入力チャンネル、再生チャンネルのそれぞれにミュー
トとソロのボタンが用意されています。

  ■ 数値によるレベル・ディスプレイ：現在のRMS、もしくはピークレベル
を示します。0.5秒ごとに更新されます。OVRはオーバーロードを意
味します。Peak/RMSの設定はView Optionsで変更できます。

  ■ レベル・メーター：このメーターは2つの値を同時に示します。ピーク値（ゼロアタック、
フルスケール表示には1サンプルで十分です）が黄色いラインで示され、数学的に正し
いRMS値が緑のバーで示されます。RMS表示は時定数が比較的大きい（遅い）ため、
音の大きさの平均を非常によく表します。バーの一番上の赤い表示によりオーバーロー
ドが示されます。Preferencesダイアログを開くと（F2キー）、ピークホールド時間、オー
バーロード検知、RMSリファレンスについて設定できます。

  ■ フェーダー：現在の送信先（下部のラベル）にルーティングされた信号のゲイン /レベ
ルを設定します。このフェーダーは、そのチャンネル自体のフェーダーではなく、現在
のルーティングのフェーダーでしかないことにご注意ください。標準的なミキシング
の卓と比較して、TotalMixはチャンネル・フェーダーを持たない代わりに、ハードウェ
ア出力と同じ数だけのAuxセンドを備えています。したがってTotalMixでは、ハード
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ウェア出力の数だけ、異なるサブミックスを作成できます。後程紹介するTotalMixの
サブミックスビューがこの概念をよく表しています。

フェーダー操作
フェーダーの下の数値表示フィールドには、現在の
フェーダー・ポジションに応じるゲインが示されます。
以下、フェーダー操作について説明します：

 ▶ マウスの左ボタンを押してドラッグできます。
 ▶ マウスホイールで動かせます。
 ▶ ダブルクリックにより、「0 dB」と「－∞」をセッ
トできます。Ctrl（Macでは Command）キーを
押しながらのシングルクリックでも同様です。

 ▶ マウスドラッグ、マウスホイールを使用する際に
Shiftキーを押すと細かく調整できます。

  ■ フェーダー・グループ：Shiftクリックにより、フェー
ダーを一時フェーダー・グループに追加できます。
黄色に表示されるフェーダーすべてが1つのグルー
プとなり、同時に相対的に動くようになります。フェーダー・グループを削除するには、
ウィンドウ上部右のシンボルFをクリックしてください。

  ■ チャンネル表示幅：最下部に見える矢印のシンボルを使用すると、チャンネルがレベル・
メーターの幅まで最小化されます。もう一度クリックすると元の幅に戻ります。Ctrl
キーを押しながらクリックすると、右側のすべてのチャンネルが同時に拡大 /縮小しま
す。

  ■ ルーティング表示：一番下のフィールドは現在のルー
ティングのターゲットを表示します。マウスでクリックす
ると、ルーティング・ウィンドウが開き、ここでターゲッ
トを選択できます。このリストでは、現在のチャンネルで
アクティブなルーティングのすべてが各エントリの前の
矢印で示され、現在のルーティングは太字で示されます。

アクティブなルーティングにのみ矢印が付加されています。
オーディオ・データが送信されると、ルーティングはアクティ
ブとして表示されます。フェーダーが「-∞」にセットされている場合は、現在のルーティ
ングは太字ですが、その前に矢印は表示されません。

  ■ トリム・ゲイン（Trim Gain）：Tボタンをクリックすると、1つのチャンネルのフェーダー
はすべて同期します。フェーダーは特定の1つのルーティングのみを変更するのではな
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く、そのチャンネルでアクティブなルーティングすべてに作用します。全体像が把握で
きるように、現在見えていないフェーダーはフェーダー・パスの横のオレンジの三角形
によって示されます。フェーダーを動かすと同時に、オレンジの三角形も新たな位置に
移動し、フェーダーの新しい設定を示します。

フェーダー・ボタンは、できるだけコントロールしやすくするために、すべてのルーティ
ングの一番高いゲインに設定されます。現在アクティブなルーティング（３列目で選択さ
れたサブミックス）のゲイン（フェーダー・ノブの位置）は白い三角で示されます。

ノート：TotalMixに固定されたチャンネル・フェーダーはありません。Digiface 
USBの場合、34系統のモノラルのAuxセンドがあり、これらはチャンネル・スト
リップ内の1つのフェーダーとして交代で表示されます。Auxセンドの数の多さに
より、完全に独立した複数のルーティングが可能となります。

場合により、これらのルーティングのゲインの増減を同期させることが必要
です。例えばポストフェーダー機能の場合です。ボーカルの音量を変更する
際に、リバーブ・デバイスへ送信される信号の音量も同様に変更して、リバー
ブ成分のレベルとオリジナル信号の比率が崩れないようにします。もう1つ
の例を挙げましょう。異なるサブミックス（ハードウェア出力）へ送られるギ
ターの信号があるとします。ソロパートにおいてラウドになり過ぎる場合、
すべての出力で同時にボリュームの抑制が必要となります。トリムのボタン
をクリックすれば、これらが簡単に行えると共に、全体像を完璧に把握する
ことができます。

トリムをアクティブにすると、チャンネルのルーティングのすべてが同時に変更されるた
め、基本的にこのモードは入力チャンネルのトリムポット（ミキサー以前で信号に作用）
と同じ役割を果たします。このことが、この機能の名称の由来となっています。

View Options / Showで、すべてのチャンネルのTrim Gains機能のオン /オフをグローバ
ルに切り替えることが可能です。TotalMix FXをライブのミキサー卓として使用する場合
には、グローバルなトリム・モードを設定するとよいでしょう。

  ■ コンテキスト・メニュー：入力 /再生 /出力チャンネルを右クリックすると表示される
コンテキスト・メニューにて、様々な機能を使用できます。（マトリックス・ウインドウ
では、チャンネル・ラベル上を右クリックした場合のみメニューが表示）。表示されるメ
ニュー項目は、クリックする場所によって変化します。入力チャンネルではクリア、入
力のコピー、入力ミックスのペーストが選択できます。再生チャンネルでは、再生ミッ
クスのコピー、ペースト、クリアが選択できます。出力チャンネルでは、コピーと選択
中のサブミックスのミラーリングが使用できます。
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Settingsパネル
ツール（スパナ）のシンボルをクリックすると、いくつかのエレメ
ントを含むチャンネルの Settingsパネルが開きます。

  ■ Stereo：チャンネル・モードをモノかステレオに切り替えます。

  ■ Width：ステレオ幅を設定します。「1.00」はフルのステレオ、
「0.00」はモノラル、「-1.00」はチャンネルの逆転に相当します。

  ■ MS Proc：ステレオ・チャンネルでのM/Sプロセッシングをア
クティブにします。モノラル情報が左チャンネルへ、ステレオ情
報が右チャンネルへ送信されます。

  ■ Phase L：左チャンネルの位相を180度反転します。

  ■ Phase R：右チャンネルの位相を180度反転します。

ノート：Width、MS Proc、Phase L、Phase Rの機能は、そのチャンネルのすべてのルーティン
グに作用します。

ハードウェア出力オプション
ハードウェア出力（Hardware Outputs）には、Stereo/Mono、Phase L/Phase Rの設
定の他、次のオプションが用意されています：

  ■ Talkback：チャンネルをトークバック信号の受信や出力チャンネルに設定します。こ
れによりトークバック信号を、Control RoomセクションのPhonesだけではなく、す
べての出力へ送信できます。その他の用途としては、ボタン１つで特定の信号をお好み
の出力へ送ることができます。

  ■ No Trim：例えばライブ録音のステレオ・ミックスダウンなど、
チャンネルのルーティングやレベルを固定して変更できなくし
たい場合があります。No Trimを有効にすると、その出力への
ルーティングはTrim Gains機能から除外され、誤って変更され
るのを防ぎます。

  ■ Loopback：出力のデータを録音データとしてドライバーへ送
信します。これにより、対応するサブミックスが録音可能とな
ります。このチャンネルのハードウェア入力は、入力データを
TotalMixへのみ送信し、レコーディング・ソフトウェアへは送
信しなくなります。

  ■ Cue：出力チャンネルではSoloボタンの代わりにCUEボタン
が装備されています。CUEをクリックすると対応するハード
ウェア出力の信号がMain Out出力へ送られます。これにより、好みのハードウェア出
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力をモニター出力から試聴してコントロールすることができ、非常に便利です。コン
トロール・ルーム（Control Room）セクションのAssign / Cue toを使用すれば、好みの
Phones出力でCue機能を利用できます。

19.4　Control Roomセクション
コントロール・ルーム（Control Room）セクションにあ
るAssignメニューで、スタジオでのモニタリングに使
用するMain Outを定義します。この出力には、Dim、
Recall、Mono、Talkback、External Input機能が自動
的に適用されます。

さらにチャンネルはミキサーのHardware Outputsセク
ションからControl Roomセクションへ移動し、Main
と変名されます。Main Out BまたはPhonesを割り当
てる際も同様です。オリジナルの名称を表示させたい場
合は、View Options >ShowのNames機能でいつでも
表示できます。

Phones 1～ 4には Dim（Settingsで設定）が用意さ
れています。Talkback（トークバック）をアクティブにすると特殊なルーティングが適用
されます。また、これらがMain出力の横に配置されるので、出力セクションの全体像が
非常に把握しやすくなります。

  ■ Dim： Settingsダイアログ（F3キー）で設定された量だけボリュームが抑制（ディム）
されます。

  ■ Recall：Settingsダイアログで定義されたゲインの値が適用されます。

  ■ Speaker B：再生をMain OutからMain Out Bへ変更します。Mainチャンネルと
Speaker BのフェーダーはLinkでグループ化させることが出来ます。

  ■ Mono：左右のチャンネルをミックスします。モノラルとの互換性や位相の問題の
チェックに役立ちます。

  ■ Talkback：このボタンをクリックすると、Phones出力のすべての信号が、
Preferencesダイアログで設定された量だけ抑制されます。同時に、コントロール・ルー
ムのマイク信号（Preferencesで定義されたソース）がPhonesへ送られます。マイクの
レベルはチャンネルの入力フェーダーで調整します。

  ■ External Input：メインのモニタリングをミックス・バスからSettingsダイアログ（F3）
で設定されたステレオ入力に切替えます。ステレオ信号の相対的なボリュームは
Settingsダイアログで調整します。
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力をモニター出力から試聴してコントロールすることができ、非常に便利です。コン
トロール・ルーム（Control Room）セクションのAssign / Cue toを使用すれば、好みの
Phones出力でCue機能を利用できます。

19.4　Control Roomセクション
コントロール・ルーム（Control Room）セクションにあ
るAssignメニューで、スタジオでのモニタリングに使
用するMain Outを定義します。この出力には、Dim、
Recall、Mono、Talkback、External Input機能が自動
的に適用されます。

さらにチャンネルはミキサーのHardware Outputsセク
ションからControl Roomセクションへ移動し、Main
と変名されます。Main Out BまたはPhonesを割り当
てる際も同様です。オリジナルの名称を表示させたい場
合は、View Options >ShowのNames機能でいつでも
表示できます。

Phones 1～ 4には Dim（Settingsで設定）が用意さ
れています。Talkback（トークバック）をアクティブにすると特殊なルーティングが適用
されます。また、これらがMain出力の横に配置されるので、出力セクションの全体像が
非常に把握しやすくなります。

  ■ Dim： Settingsダイアログ（F3キー）で設定された量だけボリュームが抑制（ディム）
されます。

  ■ Recall：Settingsダイアログで定義されたゲインの値が適用されます。

  ■ Speaker B：再生をMain OutからMain Out Bへ変更します。Mainチャンネルと
Speaker BのフェーダーはLinkでグループ化させることが出来ます。

  ■ Mono：左右のチャンネルをミックスします。モノラルとの互換性や位相の問題の
チェックに役立ちます。

  ■ Talkback：このボタンをクリックすると、Phones出力のすべての信号が、
Preferencesダイアログで設定された量だけ抑制されます。同時に、コントロール・ルー
ムのマイク信号（Preferencesで定義されたソース）がPhonesへ送られます。マイクの
レベルはチャンネルの入力フェーダーで調整します。

  ■ External Input：メインのモニタリングをミックス・バスからSettingsダイアログ（F3）
で設定されたステレオ入力に切替えます。ステレオ信号の相対的なボリュームは
Settingsダイアログで調整します。

  ■ Assign：Main Out、Main Out Bそして最
大4つのPhones出力を定義します。 
 
Cue/PFL toでは、通常Mainに出力する
Cue信号の出力を、いずれかのPhones出
力に設定できます。PFLモニタリングもこ
の設定でコントロールします。
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19.5　コントロール・ストリップ
コントロール・ストリップは画面右に位置します。ここには全体に関わるグローバルな機
能や頻繁に使用されるが機能が集められています。メニュー項目のWindow > Hide 
Control Stripを選択するとコントロール・ストリップが非表示になり、ミキサー・ウインド
ウの表示領域を確保できます。

次章以降で解説する設定エリアは、各タイトル・バーの矢印アイコンを
クリックすることで最小化できます。

  ■ デバイス選択：コンピューターに複数のユニットがインストールさ
れている場合は、コントロールするユニットをこちらで選択します。

  ■ FX - DSPメーター：Digiface USBでは利用できません。

  ■ アンドゥ /リドゥ：無制限のアンドゥとリドゥにより、ミックスの変更はい
つでも取り消し、やり直し可能です。アンドゥ /リドゥは、グラフィックに
関する変更（ウィンドウのサイズや位置、チャンネル幅などの変更）には
対応していません。プリセットの変更にも対応していません。 
アンドゥ /リドゥはワークスペースを越えて動作します。したがっ
て、ワークスペースで全く違ったセットアップのミキサー・ビューを
ロードし、アンドゥを一度クリックすると、新たなミキサー・ビューの状態のまま、以
前の内部のミキサーの状態を戻すことができます。

 ■グローバルなミュート / ソロ / フェーダー
 ▶ M（ミュート）：グローバルのミュートは「プリフェーダー」で動作します。つまり、
現在チャンネルでアクティブなルーティングをすべてミュートします。ミキサー上の
いずれかのミュートボタンが押されると同時に、コントロール・ストリップセクション
のマスターMuteボタンが点灯します。このボタンにより、すべての選択されたミュー
トをオフにしたり、再びオンにすることができます。ミュート・グループの作成や、
複数のミュートボタンの同時切り替えをスムーズに行えます。

 ▶ S（ソロ）：ミキサー上のいずれかのソロボタンが押されると同時に、コントロール・
ストリップ・セクションのマスター Soloボタンが点灯します。このボタンにより、す
べての選択されたソロをオフにしたり、再びオンにすることができます。ソロは一般
的なミキサー卓で有名な Solo-in-Place（ソロインプレイス）、ポストフェーダーで動
作します。TotalMixのは、ミキサー卓に見られるような典型的な制限（グローバル
そしてメイン出力にのみ機能するソロ）とは無縁です。ソロは常に現在のサブミック
スにのみに機能します。

 ▶ F（フェーダー）：Shift+クリックにより、フェーダーを「一時的フェーダー・グループ」
に追加できます。黄色に表示されるフェーダーすべてが 1つのグループとなり、同時
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に相対的に動くようになります。「F」のシンボルをクリックすると「一時的フェーダー・
グループ」を削除できます。

19.5.1　View Options（ビュー・オプション）

このセクションにはルーティング、レベル・メーター、ミキサー・ビューの各種機能が集
められています。

Routing Mode（ルーティング・モード）
 ▶ SUBMIX：SUBMIXビュー（初期設定）は、TotalMixの概観の把
握や操作性に優れた推奨ビューです。Hardware Output チャン
ネルの 1つをクリックすると、対応するサブミックスが選択さ
れ、他のすべての出力チャンネルが暗くなります。同時に、ルー
ティングのフィールドはすべてこのチャンネルにセットされます。
SUBMIXビューでは、どの出力に対しても簡単にサブミックスを
作成できます。出力チャンネルを選択し、1列目と 2列目のフェー
ダーとパンを調節するだけです。

 ▶ FREE：FREEビューは上級者用です。複数のサブミックスを切り
替えることなく、同時に編集する場合に使用されます。入力と再
生チャンネルのルーティング・フィールドだけで作業を行ないま
す。ルーティング・フィールドには異なるルーティング先が示され
ます。

Level Meter（レベル・メーター）
 ▶ Post FX：Digiface USBでは利用できません。
 ▶ RMS Level：チャンネルの数値レベル・ディスプレイの表示を選択します（ピークま
たは RMS）。 

Show（表示）
 ▶ FX：Digiface USBでは利用できません。
 ▶ Trim：すべてのチャンネルのトリム・ボタンをアクティブにします。これにより、

TotalMixは従来型のシンプルなミキサー卓のように機能します。各フェーダーは、
あたかもハードウェア入力のトリムポットのように振舞い、チャンネルでアクティブ
なすべてのルーティングに同時に作用します。

 ▶ 2 Row：ミキサー・ビューを 2列に切り替えます。ハードウェア入力（Hardware 
Input）と再生チャンネル（Software Playback）は隣り合わせで配置されます。本ビュー
は特に高さのスペースを節約します。

 ▶ Names：名称がユーザーによって変更されている場合、オリジナルの名称を表示し
ます。
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19.5.2　SnapShots-Groups（スナップショット-グループ）

Snapshots（スナップショット）
スナップショットにはミキサーのすべてのセッティングが含まれます
が、グラフィカルな要素（ウィンドウの位置やサイズや数、Settingsの
表示、スクロール状況等）は含まれません。チャンネルの幅（狭い /広い）
の状況のみ登録されます。さらに、スナップショットは一時的な保存で
す。他のワークスペースを読み込むと、記憶しているスナップショット
のすべてが失われます。これを避けるには、あらかじめスナップショッ
トをワークスペースと一緒に（あるいはFile > Save Snapshot as機能
で個別に）保存してください。File > Load Snapshot機能を使用すると
ミキサーの状態を個別にロードできます。

スナップショット・セクションには、固有の名称で8つの異なるミック
スを保存できます。8つのボタンのいずれかをクリックすると対応する
スナップショットがロードされます。名称フィールドをダブルクリック
すると、名称を編集するInput Nameダイアログが開きます。ミキサー
の状態に手が加えられると同時に、ボタンが点滅します。Storeをクリッ
クすると、すべてのボタンが点滅し、最後にロードされたもの（現在の状態のベース）が反
転して点滅します。目的のボタン（つまり保存場所）をクリックすると保存が完了します。
また、点滅しているStoreボタンを再度クリックすると保存モードが終了します。

タイトル・バーの矢印をクリックするとSnapshotsセクションを最小化できます。

Groups（グループ）
Groupsセクションには、フェーダー・グループ、ミュート・グループ、ソロ・グループ
のための保存場所がそれぞれ 4つ用意されています。グループはワークスペースごとに
有効で、8つのスナップショットすべてで使用できます。しかし、そのため新たなワーク
スペースをロードすると失われてしまいます（あらかじめ他のワークスペースに保存され
ていない場合）。

ノート：グループを不本意に上書き/削除してしまった場合にはアンドゥ機能が役立つでしょう。

フェーダー・グループを作成する場合、一番上または一番下の位置に達しているフェーダー
を追加しないようにしてください（そのグループのフェーダーがすべて同じ位置である場
合を除く）。

ミュート・グループは、現在のルーティングに対してのみ機能します（グローバルミュート
以外）。したがって、不注意にすべての出力の信号をミュートしてしまうことはありません。
ボタンを押すと特定のサブミックスで信号がミュートされます。

ソロ・グループはグローバルのソロとまったく同様に機能します。現在のルーティング以
外の信号に影響は及びません。
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19.5.3　Channel Layout - レイアウト・プリセット  

TotalMix FXの全体像を維持するためにチャンネルを隠すことができます。チャンネル
はリモート・コントロール操作の対象から排除することもできます。Options > Channel 
Layoutダイアログ下に全 I/Oと現在の状態がリストアップされます。ひとつまたは複数
のチャンネルを選択することで、右側のオプションが有効になります：

 ▶ Hide Channel in Mixer/Matrix：選択されたチャンネルは TotalMix FXで表示され
ません。またMIDIや OSCリモート制御も利用できません。 

 ▶ Hide Channel in MIDI Remote 1-4：選択されたチャンネルはMIDIリモートに対
して非表示になります（CC および Mackieプロトコル）。

 ▶ Hide Channel in OSC Remote 1-4：選択されたチャンネルは OSCリモートに対し
て非表示になります。

Mixer/Matrix内の非表示チャンネルの全機能は動作し続けていて、ルーティング /ミキシ
ング /FXプロセシングはそのまま有効です。しかしチャンネルは隠されているので編集が
できません。また、非表示のチャンネルが無意識のうちに間違って編集されないように、
リモート・コントロール可能なチャンネル・リストからも除外されます。

MIDI Remote xの非表示チャンネルは、リモート・コントロール可能なチャンネル・リス
トから除外され、Mackie互換のリモート・コントローラーの8チャンネル・ブロック内で
スキップされます。したがって、例えば3～ 4チャンネルが非表示の場合は、1、2、5～
10チャンネルをコントロールできます。

OSCでも同じことが言えます。OSCリモートに対して不必要なチャンネルを非表示にす
れば、より重要なチャンネルをOSCリモート上のチャンネル・ブロックに含めることがで
きます。
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Channel Layoutダイアログは各チャンネルを右クリックすることで直接呼び出せます。
関係するチャンネルはダイアログ内で前もって選択されます。

画面の例ではADAT2のチャンネルが非表示になっています。ADAT2を利用しない場合、
このように設定すれば、ミキサー上で完全に非表示にできて便利です。

Inputs（入力）、Playbacks（再生）およびOutputs（出力）画面は、ウインドウ上部のタブで
切り替えます。リスト内の任意の項目をダブルクリックすると、チャンネル名を簡単に編集で
きるName（User）列の編集フィールドが開きます。Enterを押すと次の列にジャンプします。
Control Roomセクションのチャンネル名は、この方法でしか変更できません。

これらの設定の終了後、全体の状態はLayout Presetとして保存できま
す。Storeをクリックし、メモリー・スロットをクリックすれば、いつ
でも現在のチャンネル・レイアウトを呼び出せます。Allは一時的に全
チャンネルを表示します。

例えばドラム・セクション、ホーン・セクション、バイオリン等だけで構成
されるミキシング・ビューを簡単にボタン１つで切替えることができます。
リモート用に設定されたレイアウトもここで同じように呼び出すことがで
きます（ミキサー上の表示 /非表示に関係なく呼び出すことも可能）。レ
イアウトの名称はスロット名の箇所をダブルクリックして変更できます。

Layout PresetsはWorkspace内に保存されます。そのため、ほかのWorkspaceを読
込む際には、必ず事前に現在の状態を保存してください！

SubボタンはSubmix Viewで現在選択されているサブミックス /ハードウェア出力に関係
のないチャンネルをすべて非表示にします。つまり一時的に、サブミックスの入力、再生
段のすべてのチャンネルを現在のレイアウトとは無関係に表示します。これにより、現在
の出力に対してどのチャンネルがミックスされルーティングされているかを簡単に確認で
き、さらにチャンネル数が多い環境であっても、ミックスの編集を容易に行えます。

19.5.4　Scroll Location Markers（ロケーション・マーカー）

TotalMix FXのワークフローをよりスムーズにするスクロール・ロケーション・マーカー
（TotalMix Mixerビューのみ）は、TotalMix画面の幅がチャンネルを表示するのに必要
な幅よりも狭い場合に、各段のスクロールバーの右側に自動的に表示されます。以下の 4
つの機能があります：

 ▶ 左矢印：クリックすると最初、または一番左のチャンネルまでスクロールします。
 ▶ マーカー1：希望するチャンネルまでスクロールして 1を右クリックするとロケーター
設定の画面が開きます。OKをクリックすると、その位置にロケーターが保存されます。
以降 1を左クリックすると保存されたチャンネル位置までスクロールします。

 ▶ マーカー 2：詳細は上記マーカー 1を参照下さい。
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 ▶ 右矢印：クリックすると最後、また
は一番右のチャンネルまでスクロー
ルします。

ロケーション・マーカーはWorkspace内
に保存されます。

活用例
スクロール・ロケーション・マーカーは
元々は HDSPe MADI FX（横一列に 196
チャンネル）の操作を快適するために搭
載されましたが、その機能はそれよりも
少ないチャンネル数のデバイスでも様々
な状況で活躍します。

• TotalMix FX 画面の幅を故意に小さくして表示されているチャンネル数が少ない
場合。

• 幾つかの、または全ての Settingsパネルが開いている場合、全ての設定を確認でき
ますが、多くの画面スペースを必要とします。
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19.6　Preferences（環境設定）
Preferencesダイアログを開くには、Optionsメニューを使用するか、F2キーを直接タイ
プします。

Level Meters（レベル・メーター）
 ▶ Full scale samples for OVR：オー
バーロード検知を作動させるのに必
要な連続サンプル数を指定します（1
～ 10）。

 ▶ Peak Hold Time：ピーク値のホー
ルド・タイムです（設定範囲は 0.1～
9.9 s）。

 ▶ RMS +3 dB：フルスケールのレベル
が Peakと RMS（@ 0 dBFS）で等し
くなるよう、RMSの値を +3 dB増や
します。

Mixer Views（ミキサー・ビュー）
 ▶ FX Send follows highest Submix

 ▶  FX Send follows Main Out.：
Digiface USBでは利用できません
（FXに未対応）。
 ▶ C e n t e r  B a l a n c e / P a n  w h e n 

changing Mono/Stereo：ステレオ・
チャンネルを 2つのモノ・チャンネ
ルに切り替えると、パン・ポットは左
と右に振り切られますが、このオプ
ションを選択すると、双方がセンター
に設定されます。

 ▶ D i s a b l e  d o u b l e  c l i c k  f a d e r 
action：ダブルクリックのフェー
ダー・アクションを無効にして、意図しないゲイン変更等の誤動作を防ぎます（タッ
チパッド等）。

 ▶  Store channel open/close in Layout Preset：チャンネルの開閉状態と、チャンネ
ル ・ パネル（設定）の状態を Layoutプリセットに保存します。
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Dynamic Meters（ダイナミックス・メーター）
 ▶ Digiface USBでは利用できません。

Snapshots（スナップショット）
 ▶  Do not load - Main Volume、Main/Phones Volumes、Control Room 

Settings：スナップショットのロード時に、このメニューで指定した設定が読み込ま
れなくなります。指定したパラメーターを変更せずに、保存済みのスナップショット
を読み込むことができます。

Device Handling（デバイスの扱い）
 ▶ Always init DSP devices with TotalMix FX settings：DSP デ バ イ ス を 常 に

TotalMix FXの設定に初期化。Digiface USBはユニットに設定が保存されないため
この設定は常にオンです。コンピューターに接続した際に即座に TotalMix FXの設定
が Digiface USBに読込まれます。

 ▶ Count MADI Channels per port：Digiface USBでは利用できません。
 ▶ Disable ASIO Direct Monitoring（Windows）：TotalMix FX 内 で Digiface USB
の ASIO Direct Monitoring（ADM）を無効にします。

Graphics（グラフィックス）
 ▶ Use D2D（変更後は再起動が必要）：デフォルト - オン。グラフィックスで問題が生
じた場合に、オフにすると互換性があるが CPU負荷が高いグラフィックス・モードに
変更します。

 ▶  Brightness correction（明るさ修正）：モニター設定や使用環境に合わせて
TotalMix FX画面の明るさをお好みに設定できます。

Store Setting for 

 ▶ All Users（再起動が必要）：次の章をご参照ください。

Special Options

 ▶ Lock User Interface： デフォルトはオフ。現在のミキサーの状態をフリーズします。
ミキサーに関連するフェーダー、ボタン、ノブを変更できなくします。

 ▶  Enter Password（Windowsのみ）：ユーザー・インターフェイスをパスワードで保
護します。
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19.6.1　Store for Current or All Users

Windows

Current User（現在のユーザー）：
TotalMix FXは現在のユーザーのすべての設定、ワークスペース、スナップショットを以
下のディレクトリーに保存するため、複数のユーザーで1台のコンピューターを使用する
際にも、各ユーザーの設定を個別に保存できます。

XP：C:\Documents and Settings\Username\Local Settings\Application Data\TotalMixFX

Vista以降：C:\Users\Username\AppData\Local\TotalMixFX

All User（すべてのユーザー）：
1台のコンピューターを複数のユーザーで共有する際に、すべてのユーザーが同じ
TotalMixの設定を利用できるように、TotalMix FXがAll Userディレクトリーを使用す
るように変更します。管理者権限で lastDigifaceUSB1.xmlを書込み禁止にすることで、
TotalMix FXが再起動されるたびに各設定が完全にリセットされるように設定できます
（xmlファイルは、TotalMixを終了する際に更新されます。TotalMix FXを一度設定し
てから通知領域のTotalMixアイコンを右クリックしてTotalMix FXを終了し、その後に
lastDigifaceUSB1.xmlを書き込み禁止に設定してください）。

macOS

Mac（現在のユーザー）： 

<ユーザー名>/Library/Application Support/RME TotalMix FX

Mac（すべてのユーザー）：
/Library/Application Support/RME TotalMix FX
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19.7　Settings（設定）
Settingsダイアログを開くには、Optionsメニューを使用するか、F3キーを直接タイプ
します。

19.7.1　Mixer Page（ミキサー設定）

Mixerページにはミキサー操作に関連するTalkbackのソース選択、Talkbackが有効な際
のDimのレベル調整、保存されたメイン・ボリュームのレベル調整、External Input（外部
入力）のソース選択等の設定があります。

Talkback（トークバック）
 ▶ Input：トークバック用信号（コントロー
ル・ルームのマイク）の入力チャンネル
を選択します。初期値：None

 ▶ Dim：Phonesにルーティングされる信
号のアッテネーション（減衰）の量を
dB単位で設定します。

Listenback（リッスンバック）
 ▶ Input：リッスンバック用信号（録音ルー
ムのマイク）の入力チャンネルを選択し
ます。初期値：None

 ▶ Dim：Main Outにルーティングされる
信号のアッテネーション（減衰）の量を
dB単位で設定します。

Main Out（メイン出力）
 ▶ Recall：ユーザーによって定義されるリ
スニング・レベルです。TotalMixでアク
ティブにできます。

 ▶ Dim：Main Out のアッテネーション（減衰）の量を dB単位で設定します。
TotalMixでアクティブにできます。

 ▶ External Input：Control RoomセクションでMain Outのミックス信号を置き換え
る際のステレオ入力を選択します。ステレオ信号のボリュームはGainスライダーで
調整します。
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Solo/PFL Mode（PFLモード）
 ▶ Live Mode, PFL replaces Solo：PFLは Pre Fader Listening（プリフェーダー・リ
スニング）の略です。この機能は、ライブ環境で TotalMixを操作している際に便利
で、Soloボタンを押すことで各入力の試聴 /モニタリングをすばやく行えます。モニ
タリングはAssignダイアログで Cue信号に設定した出力で行われます。

 ▶ Exclusive Solo/PFL Mode：ソロまたは PFLのいずれか 1つを有効にします。一方
を有効にすると、他方が自動的に無効になります。

 ▶ 2-Row Mode with only Input in first row：ミキサー画面で、ソフトウェア・プレイ
バック・チャンネルが下段（ハードウェア出力の側）に移動されます

19.7.2　MIDI Page（MIDI設定）

MIDIページには、CCコマンドまたはMackie Controlプロトコルを使用した最大4つの
MIDIリモート・コントロールを行うための4つの独立した設定があります。

Index（インデックス）
4つのリモート・コントロールの設定画面から１つを選択します。設定は自動保存されま
す。In Useのチェック・ボックスでは、各リモート・コントロールの有効 /無効を切替え
ます。

MIDI Connection（MIDI接続）
 ▶ MIDI In：TotalMixがMIDI Remoteのデータを受信する入力を選択します。
 ▶ MIDI Out：TotalMixがMIDI Remoteのデータを送信する出力を選択します。
 ▶ Disable MIDI in background：他のアプリケーションに移動する（あるいは

TotalMixを最小化する）と同時にMIDI Remote Controlをオフにします。
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Mackie Control Options

 ▶ Enable Protocol Support：無効にし
た場合、TotalMix FXは《22.5　MIDIコン
トロール》の章に記載のコントロール・
チェンジ・コマンドのみに反応します。

 ▶  Extender to：現在のリモートをメイン
のリモートのエクステンダーに設定しま
す。両方のリモートがひとつのブロック
として表示され、同時に操作可能です。

 ▶ Map Stereo to 2 Mono Channels：1
つのフェーダーにつき１チャンネルにし
ます（モノ）。ステレオ・チャンネルを使
用する場合は、無効にします。

 ▶ Submix Selection in Input/Playback 
Row：1列目からサブミックスを選択可
能にします（３列目に変更することな
く）。ただし、モノとステレオ・チャンネ
ルを併用すると、1列目と 3列目の整合
性が通常は損なわれるため、選択が分か
りづらくなる場合があります。

 ▶ Enable full LCD support：8つのチャンネル名と 8つのボリューム /パン値を含む
完全なMackie Control LCD対応を有効にします。

 ▶ Send User defined Names：ユーザーが定義したチャンネル名をMIDI経由でリモー
ト・デバイスに送信します（デバイスが対応している場合）。

 ▶ Send Level Messages：レベル・メーターのデータ転送を有効にします。Peak Hold
はレベル・メーターのピーク・ホールドを TotalMixの preferencesで設定した値で有
効にします。

ノート：MIDI OutがNoneに設定されている場合も、TotalMix FXはMackie Control MIDIコマン
ドでコントロールできますが、8チャンネル・ブロックはリモートのターゲットとして表示されま
せん。
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19.7.3　 OSC Page（OSC設定）

OSCページにはOpen Sound Control（OSC）を使用して最大4つのMIDIリモート・コ
ントロールを行うための4つの独立した設定があります。OSCとはネットワーク・ベース
のリモート・プロトコルです。例えばMac/Windowsコンピューター上のTotalMix FXを
Apple社の iPadとTouchOSCまたはLemur Appを使ってワイヤレスで制御できます。

Index（インデックス）
4つのリモート・コントロールの設定画面から１つを選択します。設定は自動保存されま
す。In Useのチェック・ボックスでは、各リモート・コントロールの有効 /無効を切替え
ます。

TotalMix FX OSC Service（OSCサービス）
 ▶ IP：TotalMix FXを起動しているコン
ピューターのネットワーク・アドレスを
表示します（ローカル・ホスト）。このア
ドレスはリモート側で入力する必要があ
ります。

 ▶ Host Name：ローカル・コンピューター
の名称

 ▶ Port incoming （ポート入力）：リモー
トの「Port outgoing」と一致している
必要があります。典型的な値は 7001ま
たは 8000です。

 ▶ Port outgoing （ボート出力）：リモー
トの「Port incoming」と一致している
必要があります。典型的な値は 9001ま
たは 9000です。

Remote Control（リモート・コントロール）
 ▶ IP or Host name：リモート・コントロー
ルの IPまたはホスト名を入力します。通常ホスト名よりも IP番号の方がより良い動
作をします。

Options（オプション）
 ▶ Send Peak Level：ピーク・レベル・メーターのデータ転送を有効にします。Peak 

Holdはレベル・メーターのピーク・ホールドを TotalMixの preferencesで設定した値
で有効にします。
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 ▶ Lock Remote to submix（リモートをサブミックスにロック）：アクティブの場合、
ドロップダウン・リストで選択されたサブミックスのみ現在のリモート・コントロール
で変更できます。これにより、マルチリモートのモニタリング環境での混乱を防ぎ
ます。

 ▶ Number of faders per bank（バンク毎のフェーダー数）：8（初期設定）、12、16、
24、32、48から選択できます。ネットワーク環境が悪い場合、特にワイヤレスでは、
フェーダー数が多くなるとスムーズに動作しなくなる可能性がある点にご注意くだ
さい。

19.7.4　Aux Devices（AUXデバイス）

RME OctaMic XTCは、AD変換（ADAT、
AES/EBU、MADI）と4チャンネルのモニ
タリング用DA変換が可能な、非常に柔軟な
高品質8チャンネル・マイク/ライン/インス
トゥルメント・プリアンプです。Digiface 
USBやその他のRMEインターフェイスは、
OctaMic XTCをユニバーサル・フロントエ
ンドとして使用できます。

XTCの最も重要なパラメーター（ゲイン、
48V、フェーズ、ミュート、AutoSet）を
TotalMix FXの入力チャンネルから直接コ
ントロールでき、シンプルな操作を実現し
ます。この特殊なリモート・コントロールは
あらゆるMIDIのフォーマットに対応します
（DIN、USB、MIDI over MADI）。

Device Settings（デバイス設定）
 ▶ Digital Channels：OctaMic XTCの 8つのアナログ・チャンネルの送信先を選択し
ます。Digiface USBの場合は 4つの ADATバンクすべてから選択できます。

 ▶ Device：本マニュアル製作時点では、OctaMic XTCのみが選択可能です。

MIDI Settings（MIDI設定）
 ▶ MIDI In：MIDI入力 - OctaMic XTCとのMIDI接続を選択します。
 ▶ MIDI Out：MIDI出力 - OctaMic XTCとのMIDI接続を選択します。
 ▶ Device ID：デフォルト 0。Digital Channelsの設定に関連します。
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上記の設定でOKを押すと、右のスクリーンショット
のように表示が変更され、ADATチャンネルに新し
いエレメント（ファンタム電源、Inst/PAD、ゲイン、
AutoSet）が追加されます。双方向のコントロールが可
能で、本体でゲインを調整した場合はTotalMixチャン
ネルにミラーリングされ、TotalMix FXでゲインを変
更した場合は本体のゲインが変更され、ディスプレイ
にも表示されます。

リモート・コントロールを正常に動作させるには、XTC
で現在使用しているMIDI I/OをControlに設定する必
要があります。詳細はOctaMic XTCのユーザーガイド
をご参照ください。

19.8　ホットキーと操作
TotalMix FXにはいくつものホットキーやマウス /ホットキーの組み合わせが用意されて
います。これによりシンプルで効率的な操作を実現します。以下はWindowsでの操作方
法です。Macの場合は、以下のリストに記載される Ctrlキーを Command（⌘）キーに
置き換えてください

 ▶ ShiftキーによってすべてフェーダーおよびMatrixのゲインを微調整できます。また、
ノブの場合では設定値をスピードアップします。

 ▶ Shiftキーを押したままフェーダーをクリックすると、そのフェーダーが一時的フェー
ダー・グループに追加されます。

 ▶ Ctrl（Mac：command）キーを押したままフェーダーのパスをクリックすると、フェー
ダーは「0 dB」へジャンプします。もう一度クリックすると「-∞」にジャンプします。
マウスのダブルクリックと同じ動作です。

 ▶ Ctrl（Mac：command）キーを押したままパン /ゲイン・ノブの 1つをクリックすると、
ノブはセンター・ポジションにジャンプします。マウスのダブルクリックと同じ動作
です。

 ▶ Shiftキーを押したままパンのノブをクリックすると、ノブが完全に左に、Shift - 
Ctrl（Mac：command）で完全に右に設定されます。

 ▶ Ctrl（Mac：command）キーを押しながらいずれかの設定ボタン（slim/normal、
settings）をクリックすると、そのチャンネルより右にあるすべてのチャンネル状態
を変更できます。例えば、すべてのパネルを開いたり閉じたりできます。

 ▶ ノブ、またはその数値フィールドをマウスでダブルクリックすると、対応する Input 
Valueダイアログが開かれ、任意の値をキーボード入力で設定できます。
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 ▶ マウスをパラメータのフィールドから上下にドラッグすると、フィールドの値が増減
します。

 ▶ Ctrl（Mac：command） - Nをタイプすると、新規 TotalMixウィンドウを開くため
の Function Selectダイアログが現れます。

 ▶ Ctrl-W（Mac：command - L）をタイプすると、オペレーション・システムの File 
Openダイアログが現れます。ここから TotalMixのワークスペース・ファイルをロー
ドできます。

 ▶ Wキーをタイプすると、Workspace Quick Selectダイアログが現れます。最大 30
までのワークスペースを直接選択、もしくは保存できます。

 ▶ Mキーをタイプすると、アクティブなウィンドウがミキサー・ビューに切り替わりま
す。Xキーをタイプすると、アクティブなウィンドウがMatrixビューに切り替わり
ます。Ctrl - Mは新たなミキサー・ウィンドウを開きます。Ctrl - Xは新たなMatrix
ウィンドウを開きます。Ctrl - Mまたは Ctrl - Xを再度タイプすると、新規ウィンド
ウが閉じられます。

 ▶ F1（Win）キーでオンライン・ヘルプが表示されます。レベル・メーターの設定ダイア
ログを開くには F2（Mac：command - , ） （DIGICheckでも同じ）、初期設定のダイ
アログを開くには F3キーをタイプしてください。

 ▶ Alt-F4（Mac ：command - W）をタイプすると現在のウィンドウが閉じられます。
 ▶ Altとナンバー 1～ 8（Win）（テンキーではありません！）をタイプすると、対応す
るWorkspaceがWorkspace Quick Select機能（ホットキーW）によりロードされ
ます。
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19.9　Optionsメニュー
  ■ Deactivate Screensaver：これをアクティブに（チェック）すると、Windowsのス
クリーンセーバーが一時的にオフとなります。

  ■ Always on Top：これをアクティブに（チェック）すると、Windowsのデスクトップ
でTotalMixウィンドウが常に最前面に表示されます。

ノート：この機能は、ヘルプ・テキストを含むウィンドウに関して問題を生じる場合があります。
TotalMixウィンドウがこれらのウィンドウより前面にとどまるため、ヘルプ・テキストを読むこと
ができません。

  ■ Enable MIDI / OSC Control：TotalMixミキサーに対する外部MIDIコントロールを
有効にします。Mackie Protocolモードで現在MIDIコントロールの対象となっている
チャンネルは、名称フィールドの色が変更されて表示されます。

  ■ Submix linked to MIDI / OSC control (1-4)：リモートで、もしくはTotalMixで新た
なサブミックスが選択された場合、8チャンネル・グループが現在選択中のサブミック
ス（Hardware Output）に追従します。複数のウィンドウを使用している場合、特定の
ウィンドウではこの機能をオフにしておくとよいでしょう。その場合、ビューが変更さ
れることがなくなります。

  ■ Preferences：レベル・メーターとミキサーに関するいくつかの機能を設定するダイア
ログボックスを開きます。《19.6　Preferences（環境設定）》の章をご参照ください。

  ■ Settings：トークバック、リッスンバック、Main Out、MIDI Remote Controlに関
するいくつかの機能を設定するダイアログボックスを開きます。《19.7　Settings（設
定）》の章をご参照ください。

  ■ Channel Layout：視覚的に、またリモートからチャンネルを隠します（非表示にする）。
詳細は《19.5.3　Channel Layout - レイアウト・プリセット》の章をご参照下さい。

  ■ ARC & Key Commands：Standard、Advanced、Advanced Remote USBのプロ
グラム可能なボタンと、キーボードのF4、F8キーを設定するダイアログを開きます。

  ■ Reset Mix：ミキサーの状態をリセットするオプションを選択できます。

 ▶ Straight playback with all to Main Out：すべての再生チャンネルは「1:1」対応
でハードウェア出力にルーティングされます。同時に、すべての再生はMain Outに
ミックスダウンされます。3列目のフェーダーは変更されません。

 ▶ Straight Playback：すべての再生チャンネルは「1:1」対応でハードウェア出力にルー
ティングされます。3列目のフェーダーは変更されません。

 ▶ Clear all submixes：すべてのサブミックスを削除します。
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 ▶ Clear channel effects：ステレオ幅、Ms Proc、位相設定のすべてをオフにし、それ
らのノブをデフォルト設定に戻します。

 ▶ Set output volumes：3列目のすべてのフェーダーが 0 dB、Mainと Speaker Bが
-10 dBに設定されます。

 ▶ Reset channel names：ユーザーによって与えられた名称すべてを削除します。
 ▶  Set all channels mono：すべての TotalMix FXチャンネルがモノ・モードに再設定
されます。

 ▶  Set all channels stereo：すべての TotalMix FXチャンネルがステレオ・モードに再
設定されます。

 ▶  Set inputs mono / outputs stereo (ADM)：ASIOダイレクト・モニタリング互換に
最適なセットアップです。ほとんどの場合、モノ・ハードウェア出力は ADMを中断
します。モノラル入力はほとんどの場合互換性がありますが、対応していない場合は
誤ったパンニングが生じる可能性があります。

 ▶ Total Reset：すべての再生チャンネルは「1:1」対応でハードウェア出力にルーティン
グされ、同時にすべての再生はMain Outにミックスダウンされます。他のすべての
機能はオフになります。

  ■ Operational Mode：TotalMix FXの基本の動作モードを決定します。Full Mode
（初期設定、ミキサー有効、すべてのルーティング・オプション有効）、Digital Audio 
Workstation Mode（ストレート・プレイバック・ルーティング、入力ミックスなし）。
《23.　DAWモード》の章をご参照ください。

  ■ Network Remote Settings：TotalMix Remoteを用いてネットワーク経由で
TotalMix FXをコントロールするための設定をします。詳細は、《24.　TotalMix 

Remote》をご参照ください。

19.10　Menu Window（メニュー・ウィンドウ）
  ■ Zoom Options 100%、135%、200%、270%：モニターのサイズと現在の解像度に
よっては、TotalMix FXのコントロールが小さすぎて操作が難しい場合があります。2
列モードと併用することで、ご使用のモニターと解像度にマッチした、様々なウィンド
ウ・サイズを使用できます。

  ■ Hide Control Strip：コントロール・ストリップが非表示になり、ミキサー・ウィンドウ
の表示領域を広げることができます。
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20.　TotalMix: Matrix（マトリックス）

20.1　Matrixの概要
TotalMixのMixerビューは従来のフェーダーのステレオ設計に基づいているため、ミキ
シング・コンソールに似た外観と操作性を持っています。一方Matrixビューは、シングル・
チャンネルまたはモノラル設計に基づいたチャンネル・アサインやルーティング方法を提
供します。Digiface USBのMatrixビューは従来のパッチベイのような外観と操作性を備
え、これにより他の同程度のハードウェアやソフトウェア・ソリューションを遥かに超え
る機能性を提供します。大抵のパッチベイは入力と出力をまったく同じレベルでしか接続
できませんが（1:1または0dB：メカニカルなパッチベイの場合）、TotalMixはクロスポイ
ントごとのゲイン値を自由に決めることができます。

MatrixとTotalMixは同じ処理を違う方法で表示しています。そのため2つのビューは常
に完全に同期しています。片方のビューでの変更は即座に別のビューでも同じように反映
されます。

20.2　Matrixビューの構成
TotalMix Matrixの外観は、Digiface USBのシステム構成に基づいて作られています。

 ▶ 横軸の項目：全ハードウェア出力
（Hardware Outputs）
 ▶ 縦軸の項目：全ハードウェア入力
（Hardware Inputs）。下には全再生
チャンネル（Software Playback）

 ▶ 緑色 0.0dB項目：標準的な 1：1ルー
ティング

 ▶ 濃い灰色の番号の入った項目：現在の
ゲイン値を dB表示

 ▶ 青色の項目：ルーティングがミュートされている
 ▶ 赤色の項目：位相 180度（反転）
 ▶ 濃い灰色の項目（空の状態）：ルーティングなし

ウィンドウ・サイズを縮小しても、全体の外観を維持するためにラベルはフローティング
します。スクロールしても見えなくなることはありません。

ラベルを右クリックすると、コンテキスト・メニューが表示され、ミキサー・ビューと全く
同じオプションが表示されます：コピー /ミラー /ペースト /入力チャンネル、サブミック
スをクリア。



Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc. Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.
Digiface USB ユーザーガイド

69

20.3　操作
Matrixの操作は非常に単純です。マウスの位置に応じて外側のラベルがオレンジ色に点
灯するため、現在のクロスポイントを素早く確認できます。

 ▶ 入力 1を出力 1にルーティングする場合、マウスで In 1 / AN 1のクロスポイント（交
差項目）を Ctrl+クリックします。２つの緑色の 0.0dBフィールドが現れ、再びクリッ
クすると消えます

 ▶ ゲインを変更するには、ゲイン項目内からマウスを上下にドラッグします（フェー
ダー・ポジションを変更するのと同じです。同時にMixerビューの表示をご覧くださ
い）。項目内の値が動きに応じて変更されます。Mixerビューで現在変更されている
ルーティングが見えている場合は、対応するフェーダーが同時に動きます

 ▶ 右側にはコントロール・ストリップがあります。Mixerビューのコントロール・スト
リップにあるビュー・オプションや一時フェーダー・グループのボタンはありません。
Mono ModeボタンはMatrixビュー上のすべての操作を 1チャンネル単位、または
2チャンネル単位で行うかを設定します

Matrixは常にMixerビューの代わりになるわけではありませんが、ルーティング能力を大
きく強化します。またさらに重要なのは、すべての有効ルーティングの概観を素早く把握
できる優れた方法だと言う点です。ユーザーは一目で何が起きているか知ることができま
す。そしてMatrixは必要に応じてモノラルで動作するため、特定のルーティングを特定の
ゲインに簡単に設定できます。
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21.　その他の便利な使用方法

21.1　ASIOダイレクト・モニタリング（Windows）
ASIOダイレクト・モニタリング（ADM）をサポートするプログラム（Samplitude、
Sequoia、Cubase、Nuendoなど）は、TotalMixにコントロール・コマンドを送信しま
す。そして、TotalMixはこれを直接表示します。ASIOホストでフェーダーを動かすと、
TotalMixにおいて対応するフェーダーも動きます。TotalMixは、ADMのゲインとパン
の変更をすべてリアルタイムに反映します。

しかし、フェーダーが動くのは現在アクティブなルーティング（選択されたサブミックス）
がASIOホストのルーティングに対応している場合に限られます。一方、1つのビューにす
べてのルーティングの可能性を表示するMatrixは、すべての変更を表示します。ADMの
互換性を最大限保つには、モノ入力とステレオ出力を使用します。この設定は、Options 
> Reset Mixでグローバルに有効化できます。

21.2　サブミックスをコピーする
TotalMixでは、サブミックスをそのまま別の出力にコピーできます。例えば、複雑なサブ
ミックスに少しだけ手を加えたものが別の出力に必要な場合、サブミックス全体をその出
力へコピーできます。元のサブミックス出力（つまりハードウェア出力）をマウスで右ク
リックし、コンテキスト・メニューからCopy Submixを選択します。次にコピー先のサブ
ミックス出力を右クリックしてコンテキスト・メニューからPaste Submixを選択します。
これでサブミックスを微調整する準備は完了です。

21.3　出力信号のミラーリング
同じミックス信号を複数のハードウェア出力から送信したい場合は、出力をミラーリング
します。ミラーリングの出力数に制限はありません。元となるミックス出力をTotalMix上
で右クリックし、表示されるコンテキスト・メニューからCopy/Mirror <出力名>を選択し
ます。次にミラーリング先の出力を右クリックし、メニューからMirror of Output <出力
名>を選択すると、コピーされたサブミックス設定がペーストされ、それ以降はミックス
設定への変更が共有されます。各出力は常に同じ信号を送信しますが、それぞれの出力ボ
リューム（フェーダー）は個別に変更可能です。

21.4　サブミックスを削除する
簡単に素早く複雑なルーティングを削除したい場合は、ミキサー・ビューで対応する出力
チャンネルを右クリックで選択し、メニューのClear Submixを選択します。TotalMix FX
は無制限のアンドゥに対応するため、誤って削除した場合も簡単に復元できます。



Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc. Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.
Digiface USB ユーザーガイド

71

21.5　どこでもコピー&ペースト可能
上述したサブミックスのコピー、ミラー、削除は、TotalMix FX のMixerビューのすべて
のチャンネルを右クリックして表示されるコンテキスト・メニューから使用できます。こ
れらのメニューはMatrixビューでも利用できますが、Mixerビューと異なり、右クリック
できるエリアがチャンネル・ラベルに限定されます。表示されるメニュー項目は、クリック
された場所によって変化します。入力チャンネルではクリア、入力のコピー、入力ミック
スのペーストが選択できます。再生チャンネルでは、再生ミックスのコピー、ペースト、ク
リアが選択できます。出力チャンネルでは、コピーと選択中のサブミックスのミラーリン
グが選択できます。

これらは非常に高度で強力なツールで、不可能と思えるタスクをあっという間に実現でき
ます。失敗を恐れずに試してみましょう。アンドゥ・ボタンで何度でも操作をやり直すこと
ができます。

21.6　サブミックスを録音する（ループバック）
TotalMixは、ハードウェア出力から録音アプリケーションへの内部のループバック機能を
備えています。入力信号の代わりに、ハードウェア出力の信号がオーディオ・アプリケー
ションに送信されます。これにより、外部のループバック・ケーブルを使用せずに完全なサ
ブミックスを録音することができます。また、オーディオ・アプリケーションの再生音を別
のアプリケーションで録音することも可能です。

本機能は、ハードウェア出力のSettingsパネルにあるLoopbackボタンで有効にします。
ループバック・モードでは、ループバックされているチャンネルと同番号のハードウェア
入力チャンネルはオーディオ・アプリケーションには送られません。しかし、TotalMixへ
は送られています。そのためTotalMixはこの入力信号を任意のハードウェア出力へ送る
ことができます。サブミックス録音を使用すれば、この入力を異なるチャンネルで録音す
ることも可能です。

このように、TotalMix は6 つのステレオ・ハードウェア出力をそれぞれ録音アプリケー
ションにルーティングでき、さらに同時にハードウェア入力も使用可能な、極めて柔軟な
ソリューションを提供します

ミキサー内でフィードバックは起こらないため、オーディオ・アプリケーションがモニタ
リング・モードに切り替えられた場合以外は、フィードバックやループバックによる基本
的な問題が生じるリスクを抑えられます。
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上のブロック・ダイアグラムは、ループバック・モードでどのようにソフトウェアの入力信
号が再生され、ハードウェア出力からソフトウェアの入力へ送られるかを示しています。

オーディオ・アプリケーションの再生を録音する
オーディオ・アプリケーションの出力を別のアプリケーションで録音する場合、次の問題
が発生します：録音アプリケーションは再生アプリケーションと同じ再生チャンネル（既
に使用中）を使用しようとする。または録音アプリケーションで使用したい入力チャンネ
ルを再生アプリケーションが先に占有してしまう。

この問題は簡単に解決できます。まずは適切なマルチクライアント操作のルールを守って
いるか確認してください（両方のアプリケーションが同じ録音/再生チャンネルを使用し
ない）。次に、再生信号をTotalMix経由で録音するアプリケーションの範囲内のハードウェ
ア出力へルーティングし、録音するためにループバックを有効にします。

複数の入力信号を 1つの録音チャンネルにミックスする
1トラックに複数のソースを録音できると便利です。例えば楽器の生音やアンプを2本の
マイクで録音する場合。TotalMixのループバック機能があれば外部のアナログ・ミキサー
は必要ありません。まず2つの入力信号を同じ出力（下段）にルーティングし、この出力を
ループバック・モードで録音チャンネルに設定します。このように複数のソースの入力チャ
ンネルを、1つのトラックへ録音することができます。
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21.7　MS プロセッシング
ミッドサイド（mid/side）は、片方のチャン
ネルに中央の信号、もう一方のチャンネルに
側面の信号から構成される特殊なマイキン
グ・テクニックです。

この音声情報は簡単にステレオ信号に再構
成することができます。再構成するにはまず
ミッド（中央）信号とサイド（側面）共に左
右両方に送り、右チャンネルのサイド信号の
位相を反転（180度）させます。ミッド・チャ
ンネルはL+Rと位置付けられることに対し、サイド・チャンネルはL-Rとなります。

録音中のモニタリングは「通常」のステレオで行う必要があります。したがって、
TotalMixはM/Sデコーダーの機能も備えます。ハードウェア入力（Hardware Inputs）と
再生チャンネル（Software Playback）のSettingsパネルにあるMS Procボタンで有効に
します。

M/Sプロセッシングはソースの信号形式に合わせ自動的にM/Sエンコーダーまたはデ
コーダーとして機能します。普通のステレオ信号を処理する場合、モノ情報は左チャンネ
ルへ、ステレオ情報は右チャンネルへ分離されます。ステレオ信号はこうしてM/Sにエ
ンコードされます。エンコードすると近年の音楽のモノ /ステレオの傾向が見えてくるで
しょう。またエンコードされたサイド・チャンネルに容易にローカット、エクスパンダー、
コンプレッサー、ディレイなどの処理を施せるため、様々な面白い効果を得ることができ
るでしょう。

一番基本的な応用はステレオの幅をコントロールすることです。サイド・チャンネルのレ
ベルを調整することにより音像の幅を広げたり、狭めたりできます。
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22.　TotalMix MIDI リモート・コントロール

22.1　概要
TotalMixはMIDI経由で遠隔操作が可能です。汎用性の高いMackie Controlプロトコル
に互換しますので、この規格をサポートしているすべてのコントローラー（例：Mackie 
Control Universal、Tascam US-2400、 Behringer BCF2000）でTotalMixをコントロー
ルできます。

さらに、Control RoomセクションでMain Outとして設定されているステレオ出力の
フェーダー（下段）はMIDIチャンネル1のMIDIコントロールチェンジ＞ボリュームコ
マンドを受信することができます。これによりほぼすべてのMIDI搭載機器からDigiface 
USBのメイン・ボリュームがコントロールできます。

MIDI Remote Controlは常にView Submixモードで動作します。TotalMix FXでView 

OptionのFreeが選択されている場合でも同様です。

22.2　マッピング
TotalMixはMackie Controlの下記のサーフェイス部に対応しています *：

要素 : TotalMix上の意味 :

チャンネル・フェーダー （1-8） ボリューム

マスター・フェーダー Main Monitorチャンネルのフェーダー

SEL(1-8) + DYNAMICS Trim modeの有効化

V-Pot （1-8） パン

V-Potを押す パン=センター

CHANNEL LEFT、REWIND 左へ1チャンネル移動

CHANNEL RIGHT、FAST FORWARD 右へ1チャンネル移動

BANK LEFT、ARROW LEFT 左へ8チャンネル移動

BANK RIGHT、ARROW RIGHT 右へ8チャンネル移動

ARROW UP、Assignable1/PAGE+ 1段上へ移動

ARROW DOWN、Assignable2/PAGE- 1段下へ移動

EQ マスター・ミュート
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要素 : TotalMix上の意味 :

PLUGINS/INSERT マスター・ソロ

STOP Main Outをディム

PLAY トークバック

PAN Mono Main Out

FLIP Speaker B

DYN/INSTRUMENT トリム・ゲイン

MUTE Ch. 1 - 8 ミュート

SOLO Ch. 1 - 8 ソロ

SELECT Ch. 1 - 8 選択

REC Ch. 1 - 8 出力バスを選択（サブミックス）

RECORD リコール

F1 - F8 スナップショット1～ 8をロード

F9 Main Outを選択

F10 - F11 Cue Phone 1～ 2を選択

※Behringer BCF2000（ファームウェアv1.07）をSteinbergモード（Mackie Control
エミュレーション）で、Mac OS X環境ではMackie Controlでテストしています。

22.3　設定
 ▶ Preferencesダイアログを開きます （ Optionsメニューまたは F3キー）。コントロー
ラーが接続されているMIDI InputとMIDI Outputポートを選択します。

 ▶ MIDIの受信が必要ない場合、MIDI Outputは None を選びます。
 ▶ Optionsメニューで Enable MIDI Control にチェックがついていることをご確認くだ
さい。

22.4　操作
Mackie MIDIでコントロールされるチャンネルは名称フィールドが黒色から茶色へ変わ
ります。
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フェーダー・ブロック（8フェーダー）は1チャンネルまたは8チャンネルごとに、水平、垂
直に移動できます。

Submixビュー・モードでは現在のルーティング先（出力バス）をREC Ch. 1-8経由で選択
可能です。この動作はSubmixビューで下段のチャンネルをクリックして異なる出力を選
択するのと同じです。MIDIコントロールではこの選択を行う際に下段まで移動する必要
はありません。このようにMIDI経由ではルーティングの変更も簡単に行えるようになり
ます。

Full LC Display Support：このPreferences（F3）オプションを有効にすると8チャンネ
ル分の名称、ボリューム、パン値をMackie ControlのLCDに表示します。Full LC Display 
Supportが無効の場合、1本目のフェーダーに関する簡単な情報（チャンネルと段）が送
られます。この情報はBehringer BCF2000のLEDディスプレイでも表示できます。

Disable MIDI in Background（Options、Settingsメニュー）は、別のオーディオ・アプ
リケーションが手前にある場合、もしくはTotalMixが最小化された場合にMIDIコント
ロールを無効にします。TotalMixが手前に表示されアクティブな場合を除き、コントロー
ラーはメインのDAWアプリケーションのみコントロールします。同様にDAWアプリケー
ションでもバックグラウンドでのMIDIコントロールを無効に設定できることがありま
す。この場合MIDIコントロールはTotalMixとアプリケーション間でアクティブなほうに
自動的に切り替わります。

TotalMixはMackie Controlの9本目のフェーダー（Master）もサポートしています。こ
のフェーダーはControl Roomセクションで Main Out出力に設定されたフェーダー（下
段） をコントロールします。

Extender support（［Settings］/［MIDI］タブ）では、エクステンダー・ミキシング卓の
使用やその他のMackie互換リモート追加を有効にします。メイン・リモートを2番に設定
し、エクステンダーを1番に設定すると、エクステンダーが左側になります。この機能を
使用すると、リモートが1つのフェーダー・ブロックとして表示され、ナビゲートされます。

22.5　MIDIコントロール
Main Outに指定したハードウェア出力は、MIDIチャンネル1経由で、標準のMIDIコン
トロールチェンジ・ボリューム・コマンドを受信することができます。これにより、ほぼす
べてのMIDI搭載機器からDigiface USBのメイン・ボリュームがコントロールできます。

フェーダーやパンをすべてMIDIコントロールする必要の無い場合でも、いくつかのボ
タンをハードウェアでコントロールできると役立ちます。特にTalkbackやDimボタ
ン、モニタリング・オプション（ヘッドフォン・サブミックスの視聴）などでは便利です。
これらのボタンはMIDIチャンネル1のノートオン /オフ・コマンドで制御可能のため、
MackieControl互換のコントローラーでなくても制御できます。
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対応ノート：（hex / decimal / keys）
Dim: 5D / 93 / A 6
Mono: 2A / 42 / #F 2
Talkback: 5E / 94 / #A 6
Recall: 5F / 95 / H 6
Speaker B: 32 / 50 / D 3

Cue Main Out: 3E / 62 / D 4
Cue Phones 1: 3F / 63 / #D 4
Cue Phones 2: 40 / 64 / E 4

Snapshot 1: 36 / 54 / #F 3
Snapshot 2: 37 / 55 / G 3
Snapshot 3: 38 / 56 / #G 3
Snapshot 4: 39 / 57 / A 3
Snapshot 5: 3A / 58 / #A 3
Snapshot 6: 3B / 59 / B 3
Snapshot 7: 3C / 60 / C 4
Snapshot 8: 3D / 61 / #C 4

Trim Gains: 2D / 45 / A 2
Master Mute: 2C / 44 / #G 2
Master Solo: 2B / 43 / G 2

さらに、TotalMixの全3列のすべてのフェーダーを、シンプルなコントロール・チェンジ・
コマンドによってコントロールできます。コントロール・チェンジのコマンドのフォーマッ
トを次に記します：

Bx yy zz
x = MIDI チャンネル
yy = コントロール・ナンバー
zz = 値

TotalMixの一番上の列はMIDIチャンネル1～ 4、中央の列はチャンネル5～ 8、一番下の
列はチャンネル9～ 12に割り当てられています。 

コントローラー・ナンバーは16個使用されます : 102～ 117（= hex 66～ 75）

これらの16×コントローラー（= フェーダー）と各列の4×MIDIチャンネルにより、各列
につき、最大64のフェーダーをコントロールすることが可能です。 
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MIDIストリング *の送信例

 ▶ 入力 1を 0 dBに設定するには : B0 66 68

 ▶ 入力 5を最大減衰値に設定するには : B1 6A 0

 ▶ 再生 1を最大値に設定するには : B4 66 7F

 ▶ 出力 3を 0 dBに設定するには : B8 68 68 

ノート：MIDIストリングの送信に関して、チャンネル  1が「0」から開始し、チャンネル 16が
「15」で終わるようなMIDIチャンネルの場合はプログラミング上の注意が必要となります。

その他の機能

 ▶ Trim Gains オン：BC 66 xx（BC = MIDIチャンネル 13、xx = 任意の値）
 ▶ Trim Gains オフ：BC 66 xx またはサブミックスを選択

3つ目の列のサブミックス（フェーダー）を選択

 ▶ チャンネル 1/2： BC 68/69 xx 

 ▶ チャンネル 3/4：BC 6A/6B xx

Etc.

22.6　ループバックの検知
Mackie Controlプロトコルはコマンドの送信に対してコントローラーへのフィードバッ
クを必要とします。そのためTotalMixでは通常MIDI入力とMIDI出力両方を設定します。
残念ながら、配線や設定のどんな小さなエラーも、完全にコンピューター（CPU）を停止
させてしまうMIDIフィードバック・ループを引き起こす可能性を持っています。

TotalMixはコンピューターがフリーズするのを防ぐために、0.5秒おきにMIDI出力から
特別なMIDIノートを送信します。MIDI入力でこのMIDIノートが検知されるとMIDI機能
は直ちに無効にされます。この場合は、MIDIループバック修正後に、OptionsのEnable 
MIDI Controlにチェックを入れ、TotalMixのMIDI機能を再度有効にしてください。

22.7　OSC (Open Sound Control)リモート・コントロール
TotalMix FXは、シンプルなMIDIノート、Mackie Protocol、コントロール・チェンジ・コ
マンド以外にもOpen Sound Control（OSC）でコントロールできます。設定や使用方法
については《19.7.3　 OSC Page（OSC設定）》の章をご参照下さい。

OSCインプリメンテーション・チャートは RMEのウェブサイトからダウンロードできま
す：

http://www.rme-audio.de/downloads/osc_table_totalmix_new.zip
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RMEは iOS用 Appの TouchOSC（by hexler）のための無料の iPadテンプレートを用
意しています：

http://www.rme-audio.de/downloads/tosc_tm_ipad_template.zip

また、RMEフォーラム（英語）では更にOSCに関する詳細な情報やテンプレート（iPhone

を含む）、ユーザー・フィードバック等をご覧いただけます。

23.　DAWモード
DAWだけで作業し、TotalMix FXでは追加のルーティングを行いたくないユーザーにとっ
ては、TotalMix FXが確実に現在のDAWのルーティングを変更しない方法が必要です。
これはReset Mixでも行えますが、このようなユーザーにとっては、入力チャンネルのハー
ドウェア・モニタリングが無く、単純な1対1のルーティングを保障する、極めてシンプル
なインターフェイスのハードウェア・コントロール（ゲイン、ファンタム電源、インストゥ
ルメント設定等）を提供する画面の方が使い勝手が良いでしょう。

このため、TotalMixは代わりの動作モードを搭載します。いわゆるDAWモードというモー
ドでTotalMixを起動できます。モニタリングやルーティングをDAW内で行うユーザーの
ためにインターフェイスが単純化されています。DAWモードではTotalMix FXが簡易バー
ジョンで再起動され、プレイバックの列が無く2列のみで、入力の列にミキシング・フェー
ダーがありません。また、ルーティングは1対1のみです。ハードウェア設定（機種に依存）
とハードウェア出力レベルのみがコントロールできます。

現在のモードを変更するには、Optionsメニューから、Operational Modeを選択します。
次の選択肢があります：Full Mode（初期設定、ミキサー有効、すべてのルーティング・オ
プション有効）、Digital Audio Workstation Mode（1対1ルーティング、入力ミックス無
効）。

以下の機能もTotalMix FXのDAWモードで引き続き使用できます：

 ▶ トークバック、外部入力
 ▶ Talkback使用時の Phonesへの設定
 ▶ スピーカー A / B

 ▶ ミュートとソロ
 ▶ キュー / PFL
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24.　TotalMix Remote

TotalMix Remoteは、TotalMix FX（バージョン1.50以上）と組み合わせRMEオーディオ・
インターフェイスのハードウェア・ミキサーおよび*エフェクトをリモート・コントロール
できるアプリです。ミックス状態、ルーティング、FX設定、レベル・メーターなど、ホスト
側の現在の状態を iPadやWindows/Macにリモート表示します。また、それぞれ異なる
インターフェイスが接続された最大3台のTotalMix FXをホストとして同時に扱うことが
でき、ミキサーや*FX設定を離れた場所にある iPadやWindows/Macからイーサネット
または無線LAN経由でコントロール可能です。

*Digiface USBにはエフェクト機能は搭載されていません。

サポートされているハードウェア
TotalMix Remoteは、TotalMix FXバージョン1.50以上でリモート操作をご使用いただ
けます。TotalMix FXは、すべてのRME製ハードウェアを自動的に認識します。

クイック・スタート・ガイド

ホスト側（オーディオ・インターフェイスが接続されたコンピューター）でTotalMix FX
のメニュー Options > Network Remote Settings を選択します。Enable TotalMix 
Remote Serverにチェックを入れます。Windows環境ではファイアーウォールの警告
メッセージが表示されますので、ネットワークのアクセスを許可してください。このダイ
アログにはホストの IPアドレス（192.168.1.45など）が表示されます。

ホスト側およびリモート側のコンピューターがそれぞれ同一ネットワークに接続してい
ることをご確認ください。リモート操作を行うコンピューターまたは iPad（ホスト側で
はありません！）でTotalMix Remoteを起
動します。iPadの場合は、画面右上の歯車
アイコンをタップし、Host Connection 
Settingsタブを開きます。Windows/Mac
の場合はダイアログが自動で表示されま
す。Search Connected Hostsダイアログ
から呼び出すこともできます。ホスト側の
IPアドレス（192.168.1.45など）をHost 
Connection 1に入力し、activeをチェッ
クします。初期設定でポートは7009に設定
されています。通常この数値は変更不要で
す。ポート7009が他のサービスに占有され
ている場合、警告メッセージが表示されま
す。その場合は別のポートを設定してください。Windows環境ではファイアーウォール
の警告メッセージが表示されますので、ネットワークのアクセスを許可してください。
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「Done」をタップ、または「OK」をクリックします。数秒後、ミキサー画面のステータス
がofflineからconnectedに変化します。

Addボタンを押すと、詳細
設定が行えるユーザー管理
画面が表示されます。パス
ワードの有無や閲覧のみ、
サブミックス変更のみ、制
限無しなど、各ユーザーに
アクセス権限を設定する
ことができます。たとえば
TotalMix FXをバンド・メン
バーのモニター・コントローラーとして使用する場合、ベーシストがギターリストのモニ
ター・ミックスを誤って変更してしまったり、ドラマーが自分のモニター・レベルを大きく
し過ぎることを防止できます。

使い方のヒント
リモートのチャンネル・レイアウトを同期する設定Sync Channel Layoutsは、初期設定
でオンに設定されています。レイアウト・プリセットと現在のチャンネル・レイアウト設定
をホストからリモートに転送する機能です。GUI設定を簡単に統一することができます
（チャンネル幅を除く）。個別のGUIでリモートを使用したい場合は、この設定をオフにす
ることで個別のレイアウト・プリセットを使用可能です。

制限
・ Mixer Viewと GUI：リモートを起動すると、コンピューター /iPadはモノラル /
ステレオ・チャンネルを含むホストの完璧なルーティングおよび FX設定を瞬時に取
得します。しかしSettings/EQ/ダイナミクスやFXのパネル開閉情報、2列 /3列モー
ド、チャンネル幅などの GUI設定は取得しません。チャンネル幅の状態は通常通り
のスナップショット毎に、また、ワークスペースとしてリモート側のコンピューター
に保存することができます。ホストとリモートを全く同じ外観にしたい場合は、ホ
スト側でワークスペースを読み込んだ後、リモート側で保存済みのワークスペース
を手動で読み込んでください。

・ ワークスペース：TotalMix Remoteのクイック・ワークスペース（Windows/Mac
のホットキー：W）機能を使うと、ホストに保存されたワークスペースをリモート
側で表示できます。ただし、すべての情報を含むワークスペース・ファイルをリモー
トからホスト側に、またはリモート側に保存することはできません。ホスト側と独
立したレイアウトを可能にするため、ローカルに保存されたワークスペースには
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GUI情報（チャンネル幅、チャンネル・レイアウト、ウインドウ・サイズ /位置）お
よびその他のローカル設定のみが含まれます。

・ リアルタイム表示：ネットワークのオーバーロードや無線 LANの帯域不足が原因
となり、TotalMix Remoteがリアルタイムに動作しないことがあります。この場
合レベル・メーターやフェーダーがスムーズに動かなくなります。

・ iPadのバックグラウンド処理：TotalMix Remoteはバックグラウンド状態で処理
を行いませんが、TotalMix Remoteが選択されると即座にホストとの接続が再開
されます。

・ 接続状態：iPadは画面右上、Windows/Macはタイトル・バーに現在の接続状態が
表示されます。

ダウンロード

Remote Windows / Mac

https://rme-audio.jp/download/

iPad

App Storeで「TotalMix Remote」を検索してください。TotalMix Remoteは無料アプ
リです。
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25.　技術仕様
オプティカル入力 ADAT/SPDIF

・ 4 x TOSLINK、Alesis規格に準拠

・ SPDIF互換 (IEC 60958)

・ 標準：32チャンネル（最大 24 bit/48 kHz）

・ Double Speed（S/MUX）：16チャンネル 24 bit 96 kHz

・ Quad Speed（S/MUX4）：8チャンネル 24 bit 192 kHz

・ Bitclock PLLにより、バリ・ピッチにおいても完全な同期

・ 同期帯域：31.5 kHz ～ 50 kHz

・ 入力信号同期時のジッター：< 1ns 

オプティカル出力 ADTA/SPDIF

・ 4 x TOSLINK、Alesis規格に準拠

・ SPDIF互換 (IEC 60958)

・ 標準：32チャンネル（最大 24 bit/48 kHz）

・ Double Speed（S/MUX）：16チャンネル 24 bit 96 kHz

・ Quad Speed（S/MUX4）：8チャンネル 24 bit 192 kHz

アナログ Phones出力 33/34

・ ダイナミック・レンジ（DR）：110 dB RMS unweighted、113 dBA

・ 周波数特性@ 44.1 kHz、-0.5 dB：0 Hz ～ 20.8 kHz 

・ 周波数特性@ 96 kHz、-0.5 dB：0 Hz ～ 45 kHz

・ 周波数特性@ 192 kHz、-1 dB：0 Hz ～ 89 kHz 

・ THD @ -1 dBFS: - 96 dB, 0.0016 %

・ THD+N @ -1 dBFS: -95 dB, 0.0017 %

・ チャンネル・セパレーション：> 100 dB

・ 出力：6.3 mm TRS端子、アンバランス

・ 出力インピーダンス：2 Ω

・ 出力レベル（0 dBFS, 1 kΩロード）： +9.5 dBu 

・ 最大出力 @ 0.1% THD：50 mW 
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デジタル
・ クロック：インターナル、ADAT入力、SPDIF入力

・ 低ジッター設計：< 1 ns（全入力、PLLモードにて）

・ 内部クロック：800 ps ジッター、ランダム・スペクトラム拡散

・ 外部クロックのジッター抑制：>  30dB（2.4kHz） 
・ AD/DAコンバート時のクロック・ジッターの影響：ほぼゼロ

・ 100ns以上のジッターでも PLL によりドロップアウト・ゼロを保証

・ サンプル・レート：28 kHz～最大 200 kHz

一般
・ 電源：USBバス・パワー

・ 平均消費電力：1.2ワット

・ 5 Vバス・パワー動作時の電力：230 mA

・ 最大消費電力：2ワット以下

・ 寸法（WxHxD）：128 x 22 x 55 mm（5.04" x 0.87" x 2.2"）

・ 重量：220 g

・ 動作温度：+5° ～ +50° C
・ 相対湿度：< 75%、結露なきこと
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26.　技術背景

26.1　LockとSyncCheck

デジタル信号はキャリアとデータで構成されています。入力信号から正確なオーディオ・
データを読み取るためには、レシーバーがキャリアのクロックと同期していなければなり
ません。そのために、レシーバーではPLL（Phase Locked Loop）が使用されます。レシー
バーは、入力信号から有効なサンプリング周波数を検出するとすぐにロック（Lock）され
ます。このとき、わずかな周波数の変動でもロックし続けます。PLLがレシーバーの周波
数をトラッキングしているからです。

ADATまたはSPDIF信号がDigiface USBに入力された場合、対応する入力LEDが点滅し
始め、適切な入力信号があることを示します（LOCK）。さらに、信号が同期している場合は、
LEDは常に点灯します。下記をご参照下さい。

LOCKと表示されている入力信号でも、必ずしも、正しい同期のための基準クロックにで
きるわけではありません。例えば、Digiface USBが内部で44.1 kHzに設定されていて
（Clock ModeがMaster）、デジタル・ミキサーのADAT出力をユニットのADAT入力に接
続したとします。LEDはLOCKを示しますが、デジタル・ミキサーのサンプル・レートは通
常内部で生成されるため（マスター）、Digiface USBの内部サンプル・レートよりも多少
高かったり、低かったりします。その結果、データの読み取りに失敗し、クリック・ノイズ
やドロップ・アウトが起こります。

これらの問題をデバイス上で表示するため、Digiface USBはSyncCheckを備えます。こ
れはすべてのクロックが同一かどうかをチェックします。互いに同期していない場合（完
全に同一でない場合）、［SYNC］LEDが点滅します。全体が同期している場合（完全に一致）、
LEDが常に点灯します。上の例では、ミキサーに接続した直後からLEDが点滅し始めます。

同じ情報は、Digiface USBのSettingsダイアログにも表示されます。Input Statusに、
すべてのクロックの状態に対して、有効（Lock / No Lock）か同期（Sync）しているかが
示されます。

このように、SyncCheckによって、すべてのデジタル機器の正確な設定を素早く把握する
ことが可能です。そのため、デジタル中心のスタジオで最も重要な課題の一つが解決でき
るようになるのです。

26.2　USBオーディオ
USBオーディオとPCIベースのオーディオ・インターフェイスは、いくつかの点で異なり
ます。Digiface USBはUSB規格のポテンシャルをフルに活用しているため、違いがより
顕著です。32チャンネルの同時双方向転送を行うには最新のハードウェア・スペックが必
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要となります。Digiface USBは古いPC（CPUがCore 2 Duo、USBハブが ICH 9など）
で使用すると、CPU占有率がかなり大きくなり、OSのUSBドライバーがDPC値の上昇
も引き起こします。一方、最近のコンピューター、特にUSB3ポート搭載のPCはUSBを効
率良く処理するため、この問題は生じません。 

最近のコンピューターを使えば、64サンプルのバッファー・サイズでもCPU負荷は低く
抑えられ、クリック・ノイズが発生することはありません。しかし古いコンピューターを使
うと、単にステレオ再生を行っただけでCPU負荷が30%以上になります。

コンピューターが短時間ブロックされるとASIO、WDMに関わらずデータパケットが失
われます。このような問題を解決するにはバッファー・サイズを増やす以外ありません（つ
まりレイテンシーも増加）。

Digiface USBは独自のデータ・チェック機能を搭載し、USB経
由のデータ転送エラーを検知して設定ダイアログに表示しま
す。さらに、ドロップアウトが発生しても録音や再生を継続し、
サンプル位置をリアルタイムに修正する特殊な機能が備わって
います。

Digiface USBは、他のすべてのオーディオ・インターフェイスと同様に、コンピュー
ターとのデータ転送を可能な限り妨げられない状態で行う必要があります。これを保障
する最も簡単な方法は、ユニットを独自のバスに接続することです。これは、ほとんどの
USB2.0インターフェイスはダブルバス構造になっているためそれほど難しいことではあ
りません。Windowsの場合はデバイスマネージャーで次の方法で確認できます：

 ▶ Digiface USBを USBポートに接続します。
 ▶ デバイスマネージャーを起動し、表示方法をデバイス（接続別）に設定します。
 ▶ ACPI x86-based PC > Microsoft ACPI-Compliant System > PCI busの順に開きます。

通常ここでは、USB2 Enhanced Host Controllerの項目が2つ表示されます。USBルート
ハブが表示され、そこにDigiface USBを含むすべてのUSBデバイスが接続されています。
Digiface USBを他のポートに再接続することで、２つのコントローラーのうちどちらに
接続されているかを、画面で確認することができます。複数のデバイスの場合も、同じコ
ントローラーを使用していないかどうかを確認できます。

またこの情報を利用して、外付けUSBハードドライブを異なるバス（コントローラー）に
接続し、Digiface USBを妨害しないで動作させることができます。

特にノートパソコンでは、すべての内蔵デバイスや端子が同じコントローラーを使用し、
2つ目のコントローラーが全く使用されてないケースが多く見られます。この場合、すべ
てのユニットが同じバス上で動作し、バンド幅を奪い合う結果になります。
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27.　免責事項および保証
Digiface USBは出荷の前に、IMMがひとつひとつ品質管理およびコンピューターでの完
全なテストを行います。そのため、本マニュアル記述における通常のご使用での不具合に
限ってのみ、十分な保証をいたします。

RMEの修理サービスは、保証期間中はお買い上げの販売店にて受け付けております。お買
い上げの製品に不具合がある場合は、ご購入された販売店までご連絡下さい。その場合、
ご購入時のレシート等のご購入証明が必要です。また、本体のシリアル番号をご確認させ
ていただく場合がございます。破損の恐れがありますので、お客様ご自身で製品を開梱し
ないでください。本機は不正開封防止用のシールで密封されており、そのシールが破損し
た場合、保証は無効となります。

正しく設置しなかったり、あるいは正しくお使いにならなかったために損傷した場合は保
証の対象外となります。この場合の交換ならびに修理は有償となります

株式会社ジェネレックジャパンはいかなる性質の損害賠償請求、特に間接損害の賠償請求
は受けかねます。責任の範囲はDigiface USBの価値に限らせていただきます。

28.　追補
RMEニュース、最新版ドライバー、製品に関する詳しい情報は弊社ウェブサイトに記載
されています：https://rme-audio.jp/

供給
Audio AG, Am Pfanderling 60, D-85778 Haimhausen, Tel.: (49) 08133 / 918170

製造
IMM electronics GmbH, Leipziger Strasse 32, D-09648 Mittweida

商標
すべての商標および登録商標はそれぞれの所有者のものです。RME、DIGICheck、
Hammerfall は、RME Intelligent Audio Solutions社の登録商標です。SyncCheck、
ZLM、DIGI96、SyncAlign、TMS、TotalMix、SteadyClock、Digiface USB は
Intelligent Audio Solutions社の商標です。Alesis、ADATはAlesis社の登録商標で
す。ADAT opticalはAlesis社の商標です。Microsoft、Windows XP、Windows Vista、
Windows 7はMicrosoft社の登録商標です。Apple、iPad、Mac OSはApple社の登録
商標です。Steinberg、Cubase 、VSTはSteinberg Media Technologies GmbH社の登
録商標です。ASIOはSteinberg Media Technologies GmbH社の登録商標です。

Copyright © Matthias Carstens, 08/2019. Version 1.2
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Windows ：0.9685、macOS：2.22 / 3.16、ファームウェア：13

TotalMix FX：1.61

本ユーザーガイドの内容に誤りがないよう十分に校閲し、万全を期しておりますが、RME
は誤りがまったくないことを保証いたしません。万一、本書に誤解を招くような、もし
くは誤った情報があった場合でも、RMEはその責任を負いかねます。RME Intelli-gent 
Audio Solutionsの書面による許可なしに本書の一部でも貸与、複製、あるいは商業目的
で使用することは禁止されております。RMEはいつでも予告なく仕様を変更する権利を
有します。

日本語ユーザーガイドについて
1. 本ユーザーガイドの著作権はすべて本製品の製造元および株式会社シンタックスジャ
パン、株式会社ジェネレックジャパンに帰属します。

2. 本ユーザーガイドの内容の一部、または全部を株式会社ジェネレックジャパンの書面
による承諾なしに複写・転載、複製、送信、情報検索のために保存すること、および
他の言語に翻訳することを禁じます。

3. 本ユーザーガイドに記載されている事柄は、将来予告なしに変更することがあります。
4. 本ユーザーガイドは、本製品の使用許諾契約書のもとでのみ使用することができます。
5. 本ユーザーガイドを使用した結果の影響については、一切責任を負いかねますのでご
了承ください。

6. 本ユーザーガイドに記載されている会社名、製品名は、各社の商標および登録商標です。
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29.　CE / FCC規制への適合

CE

本機は試験の結果、電磁波両立性の相当法規に関する欧州理事会指示の定めるデジタル機
器に関する基準RL2014/30/EUとEuropean Low Voltage Directive RL2014/35/EUに
適合することが認定されています。 

FCC

本機は FCC Rulesの Part 15に適合します。以下の 2つの条件に従って動作します：（1）
本機は有害な妨害を生じてはならない、および（2）本機は誤作動を引き起こす可能性の
ある電波干渉を含め、あらゆる電波干渉を許容する必要がある。 

警告：適合責任を負う当事者による承認なしに本機を改造及び変更した場合、使用者が機器を操作
する権限が無効になる場合があります。

アメリカ合衆国責任者：

Synthax United States, 6600 NW 16th Street, Suite 10, Ft Lauderdale, FL 33313

T.:754.206.4220

商品名：RME、モデル番号：Digiface USB

本機は試験の結果、FCC規則第 15章に定められたクラス Bデジタル機器に関する規制要
件に適合するものと認定されています。 これらは、住宅に設置されることによって発生
し得る有害な干渉を正当に規制するために定められています。本機は無線周波エネルギー
を生じ、使用し、また外部に放射することもあるため、本書にしたがって正しく設置およ
び使用しない場合、電波状況に悪影響を及ぼすおそれがあります。ただし、どの設置条件
でも干渉が起きないという保証はありません。本機がラジオやテレビ受信の干渉の原因と
なっている（本機の電源をオン、オフすることで確認できる）場合には、下記の方法によっ
て干渉に対処してください。

• 受信アンテナの設置場所や方向を変える。
• 機材から受信機への距離を大きくする。
• 別回路のコンセントに接続する。
• 取扱店または資格のあるラジオ・テレビ技術者に相談する。

RoHS

本製品は無鉛はんだを使用しており、RoHS指令の要件を満たします。



Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc. Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.
Digiface USB ユーザーガイド

93




	一般
	1.　はじめに
	2.　パッケージ内容
	3.　動作環境
	4.　仕様と特長
	5.　はじめて使用する – クイック・スタート
	5.1　コネクター - LED
	5.2　クイック・スタート


	Windows - インストールと操作
	6.　ドライバーとファームウェア
	6.1　ドライバーのインストール
	6.2　ドライバーのアンインストール
	6.3　ファームウェアのアップデート

	7.　Digiface USBの設定
	7.1　Settingsダイアログ - 一般
	7.2　Option - WDM Devices

	8.　操作と使用方法
	8.1　再生
	8.2　DVD再生（AC-3/DTS）
	8.3　WDM環境でのチャンネル数
	8.4　マルチクライアント操作
	8.5　デジタル・レコーディング
	8.6　クロック・モード‐同期

	9.　ASIO環境での操作
	9.1　一般
	9.2　ASIO環境でのチャンネル数
	9.3　確認されている問題

	10.　複数のDigiface USBを使用する
	11.　DIGICheck Windows
	12.　Hotline – トラブルシューティング

	Mac OS X - インストールと操作
	13.　ドライバーとファームウェア
	13.1　ドライバーのインストール
	13.2　ドライバーのアンインストール
	13.3　ファームウェアのアップデート

	14.　Digiface USBの設定
	14.1　Settingsダイアログ
	14.2　クロック・モード - 同期

	15.　Mac OS X FAQ
	15.1　ディスクのアクセス権を修復
	15.2　対応サンプル・レート
	15.3　Core Audio環境でのチャンネル数
	15.4　その他の情報

	16.　複数のDigiface USBを使用する
	17.　DIGICheck Mac
	18.　Hotline – トラブルシューティング

	TotalMix FX
	19.　TotalMix FX：ルーティングとモニタリング
	19.1　TotalMix FXの概要
	19.2　ユーザー・インターフェイス
	19.3　チャンネル
	19.4　Control Roomセクション
	19.5　コントロール・ストリップ
	19.5.1　View Options（ビュー・オプション）
	19.5.2　SnapShots‐Groups（スナップショット‐グループ）
	19.5.3　Channel Layout - レイアウト・プリセット  
	19.5.4　Scroll Location Markers（ロケーション・マーカー）

	19.6　Preferences（環境設定）
	19.6.1　Store for Current or All Users

	19.7　Settings（設定）
	19.7.1　Mixer Page（ミキサー設定）
	19.7.2　MIDI Page（MIDI設定）
	19.7.3　 OSC Page（OSC設定）
	19.7.4　Aux Devices（AUXデバイス）

	19.8　ホットキーと操作
	19.9　Optionsメニュー
	19.10　Menu Window（メニュー・ウィンドウ）

	20.　TotalMix: Matrix（マトリックス）
	20.1　Matrixの概要
	20.2　Matrixビューの構成
	20.3　操作

	21.　その他の便利な使用方法
	21.1　ASIOダイレクト・モニタリング（Windows）
	21.2　サブミックスをコピーする
	21.3　出力信号のミラーリング
	21.4　サブミックスを削除する
	21.5　どこでもコピー&ペースト可能
	21.6　サブミックスを録音する（ループバック）
	21.7　MS プロセッシング

	22.　TotalMix MIDI リモート・コントロール
	22.1　概要
	22.2　マッピング
	22.3　設定
	22.4　操作
	22.5　MIDIコントロール
	22.6　ループバックの検知
	22.7　OSC (Open Sound Control)リモート・コントロール

	23.　DAWモード
	24.　TotalMix Remote

	技術参考書
	25.　技術仕様
	26.　技術背景
	26.1　LockとSyncCheck
	26.2　USBオーディオ


	その他
	27.　免責事項および保証
	28.　追補
	29.　CE / FCC規制への適合


